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１－１ 沿 革 
 





 さいわい、1962 年第 40 回国会において、これに要する予算が認められるとともに国立学校設置法の一部改正を
見るに至り、同年 4 月 1 日から発足したものである。開設当初は、まず産業構造、比較産業の 2 研究部門を以て発
足し、1964年には地域経済、資源経済の 2研究部門が増設され、また、1966年には計画経済、産業統計の 2研究
部門が増設されて 6 研究部門となった。さらに 1977 年 4 月には環境経済研究部門、1979 年には比較経済体制研
究部門、1981年 4月には現代経済分析研究部門（客員）がそれぞれ増設された。また、1983年 4 月には比較経済
分析研究部門（外国人客員）が増設され、1993 年 4 月に国際政治経済研究部門（外国人客員）に改組された。 
 1986 年 4 月には、客員部門を除き、既設の 8 研究部門を、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済の 4
大研究部門、12 研究領域に改組、1991 年 4 月に研究領域が増設され、13 研究領域となった。その後 1994 年 4
月に資産経済研究部門が増設され、5 大研究部門 15 研究傾域となった。2000 年 4 月に金融工学研究センターが
設置され、2001 年 10 月には野村証券グループの寄附により「応用金融工学寄附研究部門」（2004 年 9 月までのと
ころ更新され、2007年9月まで）が開設された。また、2002年４月には経済計画研究部門を複雑系経済研究部門に
改称した。 
2004 年 4 月には５大研究部門１センターを経済情報解析、経済制度、公共政策の３大研究部門と金融工学、複
雑系経済の２研究センターに改組すると共に、東京分室を開設した。2005 年 7 月には先端政策分析研究センター
が設置され、また、2007 年 4 月には日本漢字能力検定協会の寄附により「教育経済学研究部門」が、同年 10 月に
は野村グループの寄附により「伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）数理ファイナンス研究部門」が設置さ
れた。 
2008 年グローバル COE（慶応大学連携）プログラム実施に伴い、8 月に連携連絡ベースとして東京分室内に東
京（丸の内）オフィスを開設、9 月に教育・研究実施ベースとして東京（三田）オフィスを開設した。 
 研究所の建物は本部構内に鉄筋コンクリート 3 階建延ベ 2,241.8 ㎡が経済研究所建築後援会からの建築寄附に
より、1965 年 5 月書庫とあわせて新築された。 
 その後、1981 年 4 月、同本館建物は所内の全面改装と併せて 4 階部分が増築、また、平成 9 年度には営繕によ
り地下部分が改修され、4 階建て延べ 3,150 ㎡の面積を有することとなった。 
 2008 年 3 月附属図書館別館が耐震改修工事を終了し、新たに経済研究所北館として引き渡しを受けた。 
 また、同年 12月には、工学部総合研究 2 号館 4 階南側 816㎡のフロアを研究室・講義室スペースとして引き渡し
を受けた。 
2009 年 4 月には、公共政策研究部門を経済戦略研究部門に改称した。 
2010 年 4 月には、附属金融工学研究センターが、ファイナンス研究部門に改組され、また、「先端経済理論の国
際的共同研究拠点」として、共同利用・共同研究拠点に認定された。さらに、連携ユニットとして、「統合複雑系科学




１－２  年表、歴代所長、名誉教授 
 
年  表  
 昭和 37年法律第 36号の公布により、国立学校設置法の一部が改正され、経済研究所の京都
大学附置が決定される。 
1962 年  4 月 経済研究所が創設され、産業構造及び比較産業の 2 研究部門をもって発足する。 
1962 年  5 月 京都大学本部構内に事務部を開設する。 
1962 年 12 月 京都大学経済研究所建築後援会が設立される。 
1963 年  8 月 左京区吉田下阿達町仮建物に移転する（研究室の一部は西部構内に存続）。 
1964 年  4 月 文部省令第 10 号により、地域経済、資源経済の 2 研究部門が増設される。 
1964 年  7 月 前記建築後援会による新館建築が着工される。 
1965 年  5 月 新館竣工し、建築後援会より引渡しを受ける。 
 新館に移転する。 
1966 年  4 月 文部省令第 24 号により、計画経済、産業統計の 2 研究部門が増設される。  
1968 年  4 月  産業構造、資源経済、産業統計の 3 研究部門が実験部門となる。 
1972 年 10 月 創立 10 周年にあたり記念パーティーならびに所内において記念学術講演会を開催する。 
 創立 10周年にあたり記念パーティーならびに大阪・朝日新聞ホールにおいて記念学術講演会
を開催する。 
1976 年  4 月 地域経済研究部門が実験部門になる。 
1977 年  4 月 文部省令第 15 号により環境経済研究部門が増設される。 
1978 年  4 月 計画経済研究部門が実験部門となる。 
1979 年  4 月 文部省令第 12 号により比較経済体制研究部門が増設される。 
1981 年  4 月 文部省令第 12 号により現代経済分析研究部門（客員）が増設される。 
 本館研究棟を 4 階建に増築した。 
1982 年 11 月 創立 20 周年にあたり大阪府立文化情報センターにおいて記念学術講演会を開催する。 
1982 年 12 月 創立 20 周年にあたり所内において記念学術講演会を開催する。 
1983 年  4 月 文部省令第 11 号により比較経済分析研究部門（外国人客員）が増設される。 
1986 年  4 月 文部省令第 19 号により、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済の大研究部門とな
り、12 研究領域に改組される。 
1991 年  4 月 1 研究領域が増設され、13 研究領域となる。 
1992 年 10 月 創立 30 周年にあたり経済学部において記念講演会を開催する。 
 創立 30 周年にあたり豊中・干里ライフサイエンスセンターにおいて記念シンポジウムを開催す
る。 
1993 年  3 月 比較経済分析研究部門（外国人客員）の時限が到来した。 
1993 年  4 月 文部省令第 19 号により国際政治経済研究部門（外国人客員）が新設される。 
1994 年  6 月 文部省令第 24 号により資産経済研究部門が増設され、5 大研究部門 15 研究領域となる。 
2000 年  4 月 附属金融工学研究センターが新設される。 




2002 年  4 月 国立学校設置法の一部を改正する法律により経済計画研究部門が複雑系経済研究部門に改
称される。 
2002 年 10 月 創立 40 周年にあたり京都市国際交流会館において記念シンポジウムならびに記念祝賀会を
開催する。 
2002 年 11 月 創立 40 周年にあたり東京・学術総合センター（一橋記念講堂）において記念シンポジウムなら
びに記念祝賀会を開催する。 
2004 年  2 月 ロチェスター大学マッケンジー名誉教授に京都大学名誉博士の称号が授与される。 
 ロチェスター大学マッケンジー名誉教授から寄贈された蔵書により、マッケンジーライブラリーを
開設する。 
2004 年  4 月 経済情報解析、経済制度、公共政策の３大研究部門と金融工学、複雑系経済の２研究センタ
ーに改組される。 
 東京丸の内に経済研究所東京分室が開設される。 
2004 年 10 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」の設置期間が 2007 年 9 月 30
日までに更新される。 
2005 年  7 月 附属先端政策分析研究センターが新設される。 
2006 年  8 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が「応用金融工学（野村グルー
プ）寄附研究部門」に改称される。 
2007 年  4 月 寄附研究部門「教育経済学研究部門」が新設される。 
2007 年 10 月 寄附研究部門「伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）研究部門」が新設される。 
2008 年  3 月 附属図書館別館が耐震改修工事終了。新たに経済研究所北館となり引き渡しを受ける。 
2008 年  8 月 GCOE（慶応大学）プログラム実施に伴い、連携連絡ベースとして東京分室内に東京（丸の内）
オフィスを開設する。 
2008 年  9 月 GCOE（慶応大学）プログラム実施に伴い、教育・研究実施ベースとして東京（三田）オフィスを
開設する。 
2008 年 12 月 工学部総合研究 2 号館 4 階南側 816 ㎡のフロアを経済研究所に研究室・講義室スペースとし
て引き渡しを受ける。 
2009 年  4 月 公共政策研究部門が、経済戦略研究部門に改称。 
2010 年  4 月 金融工学研究センターが、ファイナンス研究部門に改組される。 
 「先端経済理論の国際的共同研究拠点」として、共同利用・共同研究拠点に認定される。






岸本 誠二郎 昭和 37 年 4 月 1 日 ～ 昭和 41 年 3 月 31 日 
青山 秀夫 昭和 41 年 4 月 1 日 ～ 昭和 46 年 11 月 30 日 
馬場 正雄 昭和 46 年 12 月 1 日 ～ 昭和 49 年 3 月 31 日 
森口 親司（事務取扱） 昭和 49 年 4 月 1 日 ～ 昭和 49 年 7 月 15 日 
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尾上 久雄 昭和 49 年 7 月 16 日 ～ 昭和 53 年 7 月 15 日 
行澤 健三 昭和 53 年 7 月 16 日 ～ 昭和 55 年 2 月 8 日 
宮崎 義一（事務取扱） 昭和 55 年 2 月 8 日 ～ 昭和 55 年 3 月 31 日 
宮崎 義一 昭和 55 年 4 月 1 日 ～ 昭和 58 年 4 月 1 日 
尾上 久雄 昭和 58 年 4 月 2 日 ～ 昭和 61 年 3 月 31 日 
馬場 正雄 昭和 61 年 4 月 1 日 ～ 昭和 61 年 10 月 27 日 
小池 和男（事務取扱） 昭和 61 年 10 月 27 日 ～ 昭和 61 年 12 月 31 日 
小池 和男 昭和 62 年 1 月 1 日 ～ 昭和 63 年 3 月 31 日 
杉本 昭七 昭和 63 年 4 月 1 日 ～ 平成 2 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 2 年 4 月 1 日 ～ 平成 6 年 3 月 31 日 
福地 崇生 平成 6 年 4 月 1 日 ～ 平成 7 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 7 年 4 月 1 日 ～ 平成 11 年 3 月 31 日 
藤田 昌久 平成 11 年 4 月 1 日 ～ 平成 13 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 13 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日 
西村 和雄 平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 22 年 3 月 31 日 




岸本 誠二郎 昭和 41 年 4 月 2 日 
青山 秀夫 昭和 48 年 4 月 2 日 
尾上 久雄 昭和 61 年 4 月 1 日 
宮崎 義一 平成 2 年 1 月 23 日 
瀬尾 芙巳子 平成 5 年 4 月 1 日 
杉本 昭七 平成 8 年 4 月 1 日 
森口 親司 平成 9 年 3 月 4 日 
福地 崇生 平成 9 年 3 月 4 日 
青木 昌彦 平成 13 年 3 月 6 日 
佐和 隆光 平成 18 年 4 月 1 日 
上原 一慶 平成 19 年 4 月 1 日 
坂井 昭夫 平成 19 年 4 月 1 日 
藤田 昌久 平成 19 年 4 月 1 日 
塚谷 恒雄 平成 20 年 4 月 1 日 
西村 和雄 平成 22 年 4 月 1 日 
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えば、過去 20 年間で Social Citation Index における、論文被引用件数は所員一人当り 139 と、日本の経済系研究
所の中で群を抜いてトップである。研究所所属の教員の多くが、国内外の学会で指導的な地位にあり、専門学術誌
の編集委員を務め、国際学会やコンファレンスを主宰している。また、経済研究所は、過去年に数回の頻度で国際

























































６．第 1 期中期計画終了時点での経済研究所の研究組織 










































平成 16 年度 
（１）複雑系経済研究センターの新設（定員 1 名増） 
複雑系経済研究部門を改組し、複雑系経済研究センターを新設する。また、残り 4 部門と金融工学研究セン











平成 17 年度 
（１）先端経済分析研究推進機構の新設（定員 2 名増） 
（２）研究支援部門の新設 
・研究支援センター、ＩＴ管理室(仮称)の研究支援事務部門を新設する。 
・研究支援センターに常勤の専門担当者 1 名を配置する。 
・ＩＴ管理室：所内ＬＡＮの管理、データセンターの管理・運営のため、現在の計算機委員会を改組し、常勤の




平成 18 年度 
先端経済分析研究推進機構の増員（定員 2 名増）  
 
平成 19 年度 










１－４ 第一期中期計画の進捗状況 (平成 20 年度現況調査より) 































































近 10 年間の論文掲載数は、本研究所全体で約 47 本、所員（専任講師以上）一人当たり 1.9 本（共著者数
で正規化して計算、特任教授は含まない）である。この数は、他の国内主要社会科学系附置研究所と比較



























外国人客員（教授、准教授） ４ ４(１)※１ ５ 
招聘外国人学者 ４ ３ ２ 
外国人共同研究者 ３ ３ ４ 
ビジター ※２ 31 40 77 
合 計 42 50 88 
（出所）本研究所調べ（2007 年 12 月） 
  ※１ 2005 年度の外国人客員４人のうち１名は、滞在期間が３ヶ月に満たなかったため、客員の称号
は与えていない。 










ロシア国立高等経済大学院 2007 年４月２日～ 
2012 年４月１日 
パリ第一大学国立科学研究センターソルボンヌ経済研究所 2007 年 7 月 26 日～ 
2012 年 7 月 25 日 
エックス・マルセイユ経済計量研究所（国立科学研究所、社会科学高等研
究所、エックス・マルセイユ大学 II、III） 
2007 年 11 月 28 日～ 
2012 年 11 月 27 日 















国際コンファレンス ７(７) ９(９） ７※(６)  
所内研究会等 63(６) 85(７) 92(５) 
(出所)本研究所調べ（2007 年 12 月） 
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  ・本研究所や 21 世紀 COE が主催もしくは共催になったもの 
  ・(  )内は 21 世紀 COE が主催もしくは共催したもの(内数） 
  ・所内研究会等の詳細は【表１４】参照 
  ・2006 年度の主な国際コンファレンスの詳細を【表１６】に揚げた 
  ※2006 年度の７件のうち１件は、KSI が主催したもの 
 
本研究所は、平成 14 年に 21 世紀 COE として採択された「先端政策分析のインターフェイス拠点の形成」
を推進しており、上記の国際コンファレンスや研究会の多くも、その協力の下に運営されている。 
また、2004 年にイギリスの Blackwell 社から International Journal of Economic Theory を刊行、編












シンポジウム・公開講座等 ９(７) 12(８) 13※（８） 
(出所：本研究所調べ（2007 年 12 月） 
  ・本研究所ないし 21 世紀 COE が主催もしくは共催になったもの 
  ・(  )内は 21 世紀 COE が主催もしくは共催したもの(内数） 
  ・2004 年～2006 年開催の本研究所主催シンポジウムは【表１５】を参照 
  ※2006 年度の 13 件のうち１件は、KSI が主催したもの 
 
・ 科学研究費補助金、その他外部資金 
 科研金は、【表５】に示すように、たとえば 2007 年度は、19 件の申請に対して 17 件の交付を受けるな
ど、毎年高い採択率を維持している。 

























交付件数（研究代表者） 14 11 12 15 17 
採択率（％） 100.0 61.1 70.6 75.0 89.5 













科学研究費補助金受入合計 94,210 58,300 43,400 37,200 31,290 









４．2003 年度から 2004 年度にかけて交付額が大きく減っているのは、年度あたり 42,000 千円交付
を受けていた課題（特別推進研究（COE）「複雑系としての非線形経済システム：理論と応用」）が







【表６：外部資金受入状況】                   （単位：千円） 

























項 目 年 度 2002 2003 2004 2005 2006 
寄附金 
寄附一般 
件数 ５ ７ ２ ４ ３ 






40,000 40,000 40,000 40,000 40,000 
教育経済学寄附
研究部門 
─ ─ ─ ─ 30,000 




件  数 ０ ０ ０ ５ ６ 
金  額 ０ ０ ０ 49,421 61,481 
民間 
件  数 ３ ０ １ １ ０ 
金  額 30,500 ０ 9,100 6,500 ０ 
受託研究費受入件数合計   ３ ０ １ ６ ６ 
受託研究費受入金額合計 30,500 ０ 9,100 55,921 61,481 













寄附研究部門名 寄附者 設置期間 
応用金融工学（野村グループ）寄附研究部門※ 野村證券株式会社 2001 年 10 月１日～ 
2007 年９月 30 日 
教育経済学寄附研究部門 漢字能力検定協会 2007 年４月１日～ 




野村證券株式会社 2007 年 10 月 1 日～ 
2010 年９月 30 日 
（出所）本研究所調べ（2007 年 12 月） 
    ※応用金融工学（野村グループ）寄附研究部門は、当初の応用金融工学（野村証券グループ）寄附研














大学院生の所属 2004 年度 2005 年度 2006 年度 
修士課程 経済学研究科 15 13 14 
情報学研究科 ０ ０ ２ 
博士課程 経済学研究科 21（４） 27（４） 24（２） 




   ・本研究所教員が指導教員を務める大学院生数を計上。 






 2004 年度 2005 年度 2006 年度 
研究機関研究員 １ ２ １ 
COE 研究員 ４ １ ２ 
産学官連携研究員 ０ ３ ４ 
JSPS 特別研究員 ０ ２ ２ 
JSPS 外国人特別研究員 ３ ２ ３ 
京都大学研修員（※） ３ ２ ８ 






































非線形経済動学（1990 年までの経済動学に関する重要な論文をまとめた International Library of 
Critical Writings in Economics 10, Edgar Elgar, 1991に論文４本が、1990年以降についての Optimization 
and Chaos, Springer, 2000 に論文３本が収められている）や藤田昌久特任教授の空間経済学（Krugaman、


















 【表 10：経済研究所員が受けた栄誉等（2004 年～2007 年）】 
栄誉等 年 氏名 
日本エネルギー学会論文賞 2004 佐和隆光 
応用地域学会第１回坂下賞 2004 森 知也 
日本数学会出版賞 2005 西村和雄 
Lionel McKenzie賞 2007 John Stachurski 
日本学術振興会賞 2007 梶井厚志 
紫綬褒章 2007 佐和隆光 
17 
 
日本国際経済学会第２回小島清賞研究奨励賞 2007 若杉隆平 
マルセーユ大学名誉博士号 2007 西村和雄 
日本テスト学会大会発表賞 2007 木村拓也 






 前掲【表５】のとおり、法人となった 2004年度の科研費の採択率は 61.1％である。以降 2005年度は 70.6％、
2006 年度は 75.0％、2007 年度は 89.5%と、高い採択率を維持している。外部資金受入額合計でも、前掲【表






 【図１】及び【図２】は Social Science Citation Index における論文被引用数を、国内の主要な社会
科学系附置研究所間で比較したものである。【図１】は 1982 年から 2005 年までのデータであり、【図２】
は 1971 年から 2007 年までのデータである。いずれの期間の範囲で見ても、本研究所の論文被引用数は群
を抜いている。また、国際学術誌掲載論文数についても、最近の本研究所調査による【表１１】だけでな


























【図２】所員一人当たり論文被引用数（1971 年～2007 年 11 月） 
 
 
（出所） 柴田章久・芹澤成弘 (2008）,「経済・社会科学系附置研究所の研究業績比較（2007 年）」 
 
注：【図１】【図２】ともに、Social Science Citation Index を用い、【図１】では 1982 年～2005 年、【図
２】では 1971 年～2007 年の期間で各研究所に所属する研究者名で検索し、論文被引用数を集計したもの。





        米国国外大学及び国際大学ランキング（1978 年～1983 年） 
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（出所）Barry T. Hirsch, Randall Austin, John Brooks, J. Bradley Moore, Economics Departmental 
Rankings: Comment, The American Economic Review, Vol. 74, No. 4 (Sep.,1984), pp. 822-826, 
TABLE2-NON-U.S. ECONOMICS DEPARTMENTAL RANKINGS BASED ON 







 1997 年の所属でみる各分野総合の累積ページ数  
 大学名 件数 頁 
1 東京大 156 1709.31 
2 京都大 117 1177.61 
3 筑波大 109 1172.22 
4 大阪大 126 1081.42 
5 一橋大 82 825.78 
6 青山学院大 84 558.12 
7 東北大 38 413.07 
8 慶応大 51 404.91 
9 中央大 30 329.81 
10 神戸大 40 278.59 
11 帝塚山大 25 271.80 
12 東京都立大 24 212.72 
13 東京国際大 17 167.55 
14 横浜国立大 20 159.57 
15 立命館大 19 127.98 
16 南山大 28 125.95 
17 成蹊大 14 122.88 
18 同志社大 12 113.98 
19 関西学院大 17 112.83 
20 大阪国際大 13 112.06 
    






















本研究所が主催したシンポジウム（2004 年度～2006 年度） 
開催日 タイトル等 主な所外からの講演者 開催地 
2005 年 


























































ミクロ経済学・ゲーム理論研究会 27 36 28 
計量経済学セミナー 2 10 16 
経済研究所研究会 10 11 8 
COE研究会 6 7 5 
契約論研究会 4 3 2 
都市経済学ワークショップ 11 9 14 
先端政策分析研究会 － 8 17 
その他 3 1 2 





William Shaw（Professor of 
Mathematical Finance, Department of 












































経済研究所または 21 世紀 COE が主催または共催した主な国際コンファレンス（2006 年度） 
開催日 タイトル等 主な海外からの講演者 開催地 
2006 年 
7 月 1 日－3 日 
International Conference on 
the Empirical Methods  




Eckhardt Bode (The Kiel Institute for World 
Economy), Gilles Duranton (University of 
Toronto), Kieth Head (UBC), Thierry Mayer 
(CEPII), Roger S. Bivand (Norwegian 
School of Economics and Business 
Administration), Daniel P. McMillen 
(University of Illinois-Chicago), Laurent 
Gobillon (INED), Pierre-Philippe Combes 
(GREQAM) 
Gianmarco I.P. Ottaviano (University of 
Bologna), Henry Overman (LSE), Steven 








7 月 16 日－17 日 




Takeshi Amemiya (Stanford University), 






7 月 24 日－28 日 
International Conference on 





Lluís Alsedà  (Universitat Autonoma de 
Barcelona), J. M. Cushing (University of 
Arizona), Eusebius Doedel (Concordia 
University), Saber Elaydi (Trinity 
University) ,Martin Golubitsky (University 
of Houston), Gerasimos Ladas (University of 
Rhode Island), J. Mallet-Paret (Brown 
University), Michal Misiurewicz (Indiana 
University-Purdue University Indianapolis), 
Robert Sacker (University of Southern 
California), André Vanderbauwhede 
(Universiteit Gent). James A. Yorke 





2 月 3 日－4 日 
第 4 回 経済理論の国際会
議 
4th International Conference 
on Economic Theory  
（21COE と慶應大学 21COE
との共催） 
Roger E.A. Farmer (UCLA), Tapan Mitra 
(Cornell University), Robert Becker (Indiana 
University),  Cuong Le Van (University of 
Paris), Jean-Pierre Drugeon (Maison des 
Sciences Economiques), Chistian Ghihlino 




















I 研究水準（分析項目ごとの水準及び判断理由）  




































































 2007年度 2008年度 2009年度 
教 授 17 16 18 
准 教 授  8 7 7 
講 師 ０ 1 0 
助 教 3 3 3 
計 28 27 28 
事 務 職 員 10 10 10 
非常勤職員 36 49 46 
計 46 59 56 
             
 
教員の平均年齢、勤続年数、博士号取得者 
 教 授 准教授 講 師 助 教 
教員の平均年齢 52歳  38歳  歳 33歳 
平均勤続年数 20年   4年  年  2年 







                   数理ファイナンス寄附研究部門 
教育経済学寄附研究部門 



















所 長    西  村  和  雄 




教 授   小 佐 野  広   ミクロ計量経済分析 
教 授   照 山 博 司   マクロ計量経済分析 
准教授   中 嶋 智 之   マクロ計量経済分析 
准教授   奥 井  亮   ミクロ計量経済分析 （2009.7.1～ ） 
 
非常勤講師  安 田 洋 祐   契約理論とゲーム理論 （政策研究大学院大学 准教授） 
非常勤講師  田 中 隆 一   開発経済学、労働経済学、応用計量経済 
（東京工業大学大学院社会理工学研究科 准教授） 
 
事務補佐員  最上 公美子 （2009.10.1～2009.12.31） 




教 授   若 杉 隆 平   国際貿易と経済成長の経済分析 
教 授   三 野 和 雄   国際貿易と経済成長の経済分析 
教 授   溝 端 佐登史   制度の経済分析 
教 授   原    千  秋   組織の経済分析 
助 教   阿  部  光  敏   制度の経済分析 
 
非常勤講師   工 藤 教 孝   サーチ理論とマクロ経済学 
（北海道大学大学院経済学研究科 准教授） 
非常勤講師   田畑  伸一郎   ロシア経済のマクロ経済分析 
（北海道大学スラブ研究センター 教授） 
研究員（研究機関） 横 川 和 穂 (2009.10.1～2010.3.14) 
                    マクロ経済学・経済システムに関する先端的研究 
 
研究支援推進員 上  田  真  子 
研究支援推進員 堀 部 恵美子 






教 授   今  井  晴  雄   ゲーム理論 
教 授   有 賀    健   環境・公共政策 
教 授   梶  井  厚  志   市場経済戦略 
准教授   関 口    格   ゲーム理論 
 
非常勤講師   坂 井 豊 貴   メカニズム・デザイン理論と環境経済政策への応用  
（横浜国立大学経済学部 准教授） 
非常勤講師   祝 迫 達 郎   経済成長・イノベーションに関する理論的研究 
（大阪大学大学院経済学研究科 准教授） 
 
研究支援推進員 岡 村 美 香 
事務補佐員    西  村  法  子 
事務補佐員    小 坂 香 織 
 
現代経済分析研究部門（客員研究部門） 
客員教授   冨 浦 英 一  海外アウトソーシングに関する実証研究 （2009.4.1～2009.9.30） 
（横浜国立大学大学院国際社会科学研究科 教授） 
客員教授   松 島  斉  バブルとその崩壊への行動経済学的接近 （2009.10.1～2010.3.31） 
 （東京大学大学院経済学研究科 教授） 
客員研究員  國 枝 卓 真  Macroeconomics for Financial Development and Heterogeneous 
Agents （2009.4.1～2009.9.30） 
 （龍谷大学経済学部 講師） 







客員教授   加  藤  康  之   数理ファイナンスに関する研究 
（野村証券株式会社 金融経済研究所・金融工学研究センター長） 
客員教授   高 橋 明 彦   数理ファイナンスに関する研究 (東京大学大学院経済学研究科 教授) 
客員教授   刈 屋 武 昭   数理ファイナンスに関する研究 
（明治大学大学院グローバル・ビジネス研究科 専任教授） 






特任教授   藤 田 昌 久   教育経済学に関する研究 （甲南大学 教授） 
客員教授   八 木  匡   教育経済学に関する研究 （同志社大学経済学部 教授） 
客員准教授  浦 坂 純 子  教育経済学に関する研究 （同志社大学大学院社会学研究科准教授） 
 
研究員（寄附研究部門）  高 田  公 
教務補佐員  ミグダリスキー三千代 




特任教授  佐  和  隆  光   エネルギー・環境経済学 
 
特定職員  楠  林  暁  子 
研究員（科学技術振興）  湯 川 創太郎 （ ～2010.3.31） 
研究員（科学技術振興）  南 聡 一 郎 （2009.10.1～2009.11.30） 
教務補佐員   坂 本 真奈美 
オフィスアシスタント     南 聡 一 郎 （ ～2009.9.30） 




教 授   矢 野  誠    コーポレート・ガバナンス 
教 授   柴  田  章  久   資産市場 
教 授   西  山  慶  彦   ファイナンス 
教 授   関 根    順   金融工学 
 
外国人研究員 （客員教授）   ｸﾗﾌﾁｪｯｸ，ﾔｾｸ ﾎﾞｰｼﾞｬﾝ 国際金融経済 （2009.1.21～2009.4.25） 
外国人研究員 （客員准教授） ク，ヘジン 国際金融経済 （2009.1.5～2009.4.17） 
外国人研究員 （客員准教授） マクリーナ，アンドレア 国際金融経済 （2009.5.7～2010.4.30） 
外国人研究員 （客員教授）   マ，チェングー 国際金融経済 （2009.6.1～2009.8.31） 
外国人研究員 （客員准教授） メーラー，マルク 国際金融経済 （2009.9.7～2009.12.17） 
外国人研究員 （客員教授）   バリアント，マーカス 国際金融経済 （2010.2.15～2010.5.30） 
 
非常勤講師   松 木  隆   非定常過程の計量経済分析 （大阪学院大学経済学部 准教授） 
非常勤講師   高岡  浩一郎   数理ファイナンス及び関連した確率論の諸問題 








教 授   西  村  和  雄   複雑系経済学 
教 授   新後閑    禎   経済動学 
教 授   森    知  也    空間経済学 
准教授   ジョン・スタハースキー   空間経済学 
 
非常勤講師   赤 尾 健 一   経済発展論 （早稲田大学社会科学総合学術院 教授） 
非常勤講師   上 東 貴 志   マクロ経済動学 （神戸大学経済経営研究所 教授） 
 
研究員（研究機関）  田 中 藍 子  
 経済理論：マクロ経済学における均衡の不決定性の分析を行う 
 
研究支援推進員  中  村  有  希 




教 授   一 方 井 誠 治   グローバル･ポリシー  
教 授   横 田 正 文   コミューナル･ポリシー   
准教授   上 田 淳 二   ファイナンシャル・ポリシー 
准教授   金 子 浩 之   グローバル･ポリシー （ ～2009.7.20） 
准教授   丸 山 達 也   グローバル･ポリシー （2009.8.1～ ） 
准教授   八 代 尚 光   コミューナル･ポリシー  
 
研究員（産官学連携）  古 川 雅 一 
研究員（産官学連携）  行 本  雅  
研究員（産官学連携）  坪 田 建 明 （2009.4.1～2010.3.31） 
研究員（産官学連携）  平 野 大 昌 （2009.4.1～ ） 
研究員（産官学連携）  寺 地 祐 介 （2009.4.1～ ） 
研究員（産官学連携）  栗 田 郁 真 （2009.4.1～ ）       
研究員（産官学連携）  堀  勝 彦 （2009.4.13～ ） 
研究員（産官学連携）  村 上 佳 世 （2009.10.1～ ） 
 
事務補佐員      澤 田 知 子 
事務補佐員      延 原 由 子  




研 究 部 門 
 
   特定助教（グローバルCOE）  小 松 原 崇 史  
   特定助教（グローバルCOE）  岩 佐 和 道  
 
研究員(グローバルCOE)  高 橋 寛 人（ ～2010.3.31）  
研究員(グローバルCOE)  大 石 尊 之（ ～2010.3.31）  
研究員(グローバルCOE)  サフチェンコ リュドミーラ （2009.4.1～ ） 
研究員(グローバルCOE)  木 村 匡 子 （2009.4.1～2010.3.31） 
研究員(グローバルCOE)  手 島 健 介 （2009.6.1～2009.12.31） 
 
教務補佐員   田 宮 すみ恵 
教務補佐員   茂 田 幸 子 （ ～2009.8.31） 
教務補佐員   奥 田 由 美 子  
教務補佐員   大 津 敦 子 （2009.5.1～ ） 
教務補佐員   杉 山 音 羽 （2009.5.1～ ） 
事務補佐員   島 本 景 子  
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  岩 田 浩 明  
 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  中 戸 隆一郎 （ ～2010.3.31） 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  今 井 貴 史 （2009.4.1～ ） 
 
事  務  部 
 
事 務 長   林 晴夫 
総 務 掛   松 尾  隆  （ 掛 長 ）  松浦千鶴 （ 主 任 ）  原 裕美（掛 員 ） 
内海いづみ (事務補佐員) 藤井 剛 （事務補佐員 2009.11.1～2010.2.28） 
会 計 掛   北 川  勇  （ 掛 長 ）  藤江英雄  （ 主 任 ） 垣田昌子  （ 主 任 ） 
大下雅代 (事務補佐員) 岡野由喜  (事務補佐員) 山口 ヨシエ（労務補佐員）   
図 書 掛   松田泰代 （ 掛 長 ）  伊勢脇 純子  （ 掛 員 ） 中 江  章 （事務補佐員） 



























































      に任命 
 
2009年5月7日 








    奥井亮を経済情報解析研究部門准教授に採用 
 
2009年7月20日 
    金子浩之 先端政策分析センター准教授 辞職 
 
2009年8月1日 
    丸山達也を先端政策分析センター准教授に採用 
    森知也複雑系経済研究センター准教授を教授に昇任 
 
2009年9月7日 

























加  藤  康  之  （野村証券株式会社 金融経済研究所・金融工学研究センター長） （客員教授） 
「数理ファイナンスに関する研究」 
高 橋 明 彦  （東京大学大学院経済学研究科 教授）（客員教授） 
「数理ファイナンスに関する研究」 





藤 田 昌 久  （甲南大学 教授） （特任教授）「教育経済学に関する研究」 
八 木  匡  （同志社大学大学院経済学研究科教授）（客員教授）「教育経済学に関する研究」 
浦 坂 純 子  （同志社大学大学院社会学研究科准教授）（客員准教授）「教育経済学に関する研究」 




安 田 洋 祐 （政策研究大学院大学 准教授） 契約理論とゲーム理論  
田 中 隆 一 （東京工業大学大学院社会理工学研究科 准教授） 
  開発経済学、労働経済学、応用計量経済 
工 藤 教 孝 （北海道大学大学院経済学研究科 准教授） サーチ理論とマクロ経済学 
田畑  伸一郎 （北海道大学スラブ研究センター 教授） ロシア経済のマクロ経済分析 
坂 井 豊 貴 （横浜国立大学経済学部 准教授） メカニズム・デザイン理論と環境経済政策への応用  
 
祝 迫 達 郎 （大阪大学大学院経済学研究科 准教授） 
（経済成長・イノベーションに関する理論的研究） 
松 木  隆 （大阪学院大学経済学部 准教授） 非定常過程の計量経済分析  
高岡  浩一郎 （一橋大学大学院商学研究科 准教授）   
数理ファイナンス及び関連した確率論の諸問題 
赤 尾 健 一 （早稲田大学社会科学総合学術院 教授） 経済発展論  










 ダヴィラ，フリオ （国立科学研究センターソルボンヌ経済研究所研究員） 
             「一般均衡モデルの共同研究」 
             （2009年4月5日～2009年4月19日） 
 
   ポンティウ，エリック （ベルギー国ブラッセル市欧州経済社会委員会ユニット長） 
             「日・EUの比較による気候変動及び持続可能な発展政策に関する研究」 
             （2009年7月19日～2009年8月1日） 
 
   ブロイゼ，ガエタノ （ローマ大学経済学部教授） 
             「マクロ経済動学」 
             （2010年1月26日～2010年4月14日） 
 
   タカヤマ，シノ （クイーンズランド大学経済学研究科講師） 
             「ゲーム理論」 
             （2010年3月22日～2010年6月18日） 
 
   シンタニ，モトツグ （ヴァンダービルト大学経済学研究科准教授） 
             「実証マクロ経済学」 
             （2010年3月30日～2010年6月30日） 
 
   マクレナン，アンドリュー （クイーンズランド大学経済学研究科教授） 
             「数理経済学」 
             （2010年3月22日～2010年5月22日） 
 
   ユー，イーデン シー フン （香港城市大学経済学部教授） 
              「国際経済」 
              （2010年3月30日～2010年4月12日） 
 
   ヴェンディッティ，アラン （フランス国立科学研究所(GREQAM)教授） 
              「マクロ経済動学」 







田 中 藍 子   「マクロ経済学における均衡の不決定性の分析を行う」 
横 川 和 穂   「マクロ経済学・経済システムに関する先端的研究」 




研究員(グローバルCOE)  高 橋 寛 人 （ ～2010.3.31） 
研究員(グローバルCOE)  大 石 尊 之 （ ～2010.3.31） 
研究員(グローバルCOE)  サフチェンコ リュドミーラ （2009.4.1～ ） 
研究員(グローバルCOE)  木 村 匡 子 （2009.4.1～2010.3.31） 
研究員(グローバルCOE)  手 島 健 介 （2009.6.1～2009.12.31） 
研究員（寄付研究部門）   高 田  公 （2009.4.1～2010.3.31） 
研究員（産官学連携）    古 川 雅 一 
研究員（産官学連携）    行 本  雅 
研究員（産官学連携）    坪 田 建 明 （2009.4.1～2010.3.31） 
研究員（産官学連携）    平 野 大 昌 （2009.4.1～ ） 
研究員（産官学連携）    寺 地 祐 介 （2009.4.1～ ） 
研究員（産官学連携）    栗 田 郁 真 （2009.4.1～ ）       
研究員（産官学連携）    堀  勝 彦 （2009.4.13～ ） 
研究員（産官学連携）    村 上 佳 世 （2009.10.1～ ） 
研究員（科学技術振興）  湯川  創太郎 （2009.4.1～2010.3.31） 




友 田 康 信 
「産業育成を目的とした金融規制に関する理論分析」 
（2007年4月1日～2010年3月31日） 
   川 元 康 一 
         「社会的地位選好とマクロ経済動学－所得分配、人口、および経済成長の分析への応用－」 
         （2008年4月1日～2010年3月31日） 
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研  修  員 
    
   大 林  光 
        「国際資源市場と国際企業分析」 （2007年4月1日～2009年11月30日） 
   木 村 年 成 
        「新しい経済地理学モデルに基づく都市空間システムの形成過程、安定性の計算機シミュレーショ
ン手法による研究」 （2009年4月1日～2010年3月31日） 



















 年 度  
項 目 
2005 年度 2006 年度 2007年度 2008年度 2009年度 
人 件 費 369,281  476,852 486,647 408,602 432,230 
物 件 費 106,719  111,694 60,185(※) 97,463 138,084 




 年 度  
研究種目 
2005 年度 2006 年度 2007年度 2008年度 2009年度 
特別推進研究 
件数 ０／０ ０／０ ０／０ ０／０ ０／０ 
金額 ０ ０ ０ ０ ０ 
特定領域研究 
件数 ０／０ ０／０ ０／０ ０／０ ０／０ 
金額 ０ ０ ０ ０ ０ 
新学術領域研究 
件数 ０／０ ０／０ ０／０ ０／１ ０／１ 
金額 ０ ０ ０ ０ ０ 
基盤研究 
件数 ６／８ ８／１１ ９／９ １１／１６ １１／１１ 
金額 ２９ ２８ ３５ ３４ ３１ 
萌芽的研究 
件数 １／３ １／２ １／１ ０／０ ０／０ 
金額 １ １ １ ０ ０ 
若手研究 
件数 ５／６ ６／７ ６／１１ ６／９ ２／２ 
金額 ７ ７ ５ ５ １ 
計 
件数 １２／１７ １５／２０ １６／２１ １７／２６ １３／１４ 
金額 ３７ ３６ ４１ ３９ ３２ 
教員一人当たり採択件数 ０．５６ ０．５０ ０．５６ ０．５７ ０．４６ 




 年 度  
名 称 
2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007年度 
先端経済分析のインターフ
ェイス拠点の形成 




   グローバルCOE 
                                              単位（千円） 
項目                                        年度 2008年度 2009年度 
市場の高質化と市場インフラの総合的設計（慶応義塾大学連携） 110,760 103,038 
人間行動と社会経済のダイナミクス（大阪大学連携） 23,140 19,097 




 年 度  
項 目 
2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 
民間等との共同研究 
件数 1 2 2 3 2 
金額 10 21 20 18 20 
寄  附  金 
件数 5 6 5 5 2 
金額 44 72 51 55 20 
受 託 研 究 費 
件数 5 4 4 4 4 
金額 42 149 159 166 29 
計 
件数 11 12 11 12 8 





２－４ 図 書 
   
図書蔵書数 
                                         (2010年3月末現在) 
区  分 図  書  冊  数 雑 誌 種 類 数 
和  書 41,474 冊 2,539 種 
洋  書 37,685 冊 1,135 種 
合  計 79,159 冊 3,674 種 
 
マッケンジー文庫 
     













２－５ 敷地と建物 （2010年3月31日現在） 
     
敷 地    京都市左京区吉田本町（京都大学本部構内）       890㎡ 
建 物    鉄筋コンクリート４階建 （本館）                    




























































































































































































































また、京都大学経済研究所は、2004 年に 21 世紀 COE「先端経済分析のインターフェイス拠点の形成」の
活動の一環として、慶應義塾大学 21COE と共同で、経済理論の国際専門誌 International Journal of 





グローバル COE「市場の高質化と市場インフラの総合的設計」（慶應大学連携）では、International Journal 




















































  日時：2009 年 8 月 29 日（土） 13：30～17：30 




  近藤等則 （エレクトリックトランペット奏者） 
  映像： 土佐尚子（京都大学学術情報メディアセンター教授） 
【基調講演】 
  渡部隆夫 （ワタベウェディング会長） 
【パネルディスカッション】 
  「子どもたちを導く切り札」 
  コーディネーター： 高木壽一 （京都市国際交流会館館長） 
  渡部隆夫 （ワタベウェディング会長） 
  大野照文 （京都大学総合博物館館長） 
  明和政子 （京都大学大学院教育学研究科准教授） 
  山極寿一 （京都大学大学院理学研究科教授） 
【ビデオレター】 
  ロザン （吉本興業） 
【ミニコンサート】 
  ＣＤ『子どもたちの未来のために』より 
   聖母被昇天学院小学校 
   京都女子大学附属小学校 
【ビデオメッセージ】 




  「低炭素化時代の企業経営」 
   日時：2009 年 11 月 30 日（月） 13：30～17：00 




  一方井 誠治 （京都大学経済研究所教授） 
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       「気候変動政策の動きと世界の潮流」 
  末吉 竹二郎 （国連環境計画金融イニシアティブ特別顧問） 
       「低炭素化時代のビジネスルール」 
  市川眞一 （クレディスイス証券チーフストラテジスト） 
     「エネルギーと環境をめぐる経済動向」 
【パネルディスカッション】 
  「低炭素化時代の企業経営」 
 コーディネーター： 一方井 誠治 （京都大学経済研究所教授） 
  菅野伸和 （パナソニック環境渉外担当顧問） 
  長畑和典 （ＧＳユアサ環境統括部担当部長） 
  末吉 竹二郎 （国連環境計画金融イニシアティブ特別顧問） 




   日時：2009 年 12 月 11 日（金） 13：00～17：30  




  矢野 誠 （京都大学経済研究所教授） 
     「世界金融危機と今後の経済政策のあり方」 
【基調講演２】 
  杉本和行 （財務省顧問） 
     「世界金融危機と経済財政運営」 
【講演】 
  「今後の経済財政政策に求められる役割」 
   土居丈朗 （慶応義塾大学教授） 
   川野 龍太郎 （ＢＮＰバリバ證券） 
   井伊雅子 （一橋大学教授） 
   柳川範之 （東京大学准教授） 
【パネルディスカッション】 
  「今後の経済財政政策のあり方」 




   日時：2010 年 1 月 23 日（土） 13：00～17：30 






  近藤等則 （エレクトリックトランペット奏者） 
【古典落語】 
  笑福亭 たま （社団法人上方落語協会） 
       「時うどん」 
【基調講演】 
  茂木 健一郎 （ソニーコンピューターサイエンス研究所シニアリサーチャー、 
東京工業大学大学院連携教授） 
       「脳科学から見た利他性の起源－なぜ、『他人のため』が『自分のため』となるのか－」 
  立石信雄 （オムロン株式会社相談役） 
     「企業とモラル―未来を担うこどもたちへ―」 
【パネルディスカッション】  
  「子どもを導く切り札」 
  コーディネーター： 坂東昌子 (愛知大学名誉教授、 
NPO 知的人材ネットワークあいんしゅたいん理事長) 
   小西行郎 （同志社大学赤ちゃん学研究センター教授） 
   鎌田浩毅 （京都大学大学院人間・環境学研究科教授） 
   間宮陽介 （京都大学大学院人間・環境学研究科教授） 
【ビデオレター】 
  ロザン （吉本興業） 
【ミニコンサート】  
  ＣＤ『子どもたちの未来のために』より 
   京都市少年合唱団 





















研  究  課  題 
※ 西村和雄 






※ 新後閑 禎 
大黒弘慈 （京都大学） 
経済動学の研究 








小松原 崇史 （慶応義塾大学） 
古川雄一 （中京大学） 








※ 溝端 佐登史 
上原一慶 （大阪商業大学） 
Philip Hanson （バーミンガム大学） 
Vadim Radaev （ロシア高等経済大学院） 
Leonid Kosals （ロシア高等経済大学院） 
林 裕明 （島根県立大学） 
徳永昌弘 （関西大学） 










研  究  課  題 
※ 有賀 健 

















Richard Baldwin (Graduate Institute, 
Geneve) 
Robert M. Stern （U. of Michigan） 
企業特性・市場制度と国際貿易に関する研究 
※ 森 知也 
錦見浩司 (アジア経済研究所) 
Tony E. Smith (ペンシルバニア大学) 
経済集積の空間パターンに関する実証分析手法の開発 




Toni Braun （東京大学） 
小林 慶一郎 （RIETI） 
マクロ経済の理論的・数量的分析 
※ 関根 順 
畑 宏明 （大阪大学） 
長期間最適ポートフォリオの計算 












氏 名 研  究  課  題 
西村和雄 貿易市場の不決定性 
今井晴雄 交渉解理論の多面的分析 
新後閑 禎 非線型経済動学の研究 
小佐野 広 リアル・オプションモデルとコーポレート・ファイナンス 
若杉隆平 国際貿易のミクロデータによる実証研究 
照山博司 労働移動の実証分析 
溝端 佐登史 市場移行経済における人的資本形成 
矢野 誠 市場の質と市場での競争上公正性の研究 
柴田章久 信用制約とマクロ経済 
有賀 健 職業紹介と教育機関 
梶井厚志 不安と期待による市場経済の不安定性に関する新しい理論的アプローチ 
西山慶彦 ノンパラメトリックな同時方程式モデルにおける特定化の検定 
原 千秋 社会的時間割引率 
森 知也 オブジェクト指向・並列プログラミングの経済分析への応用 
関口 格 繰り返しゲーム理論における非フォーク定理的アプローチ 
中嶋智之 日本経済のマクロ分析 
関根 順 動的リスク測度の効率的計算手法 
John 
Stachurski 







科学研究費補助金  単位：千円 
研究種目 課題番号 研究代表者名 金額 研究課題名 





基盤研究(Ｓ) 19103002 矢野 誠 12,000 
グローバリゼーションと日本経済―ヒト、モノ、
カネ、社会共通資本― 
基盤研究(A) 18203014 西山慶彦 3,800 
モーメント条件に基づくセミパラメトリック計量
経済分析の理論と応用 
基盤研究（B） 19330049 森 知也 1,100 
経済集積の検出およびその空間パターン認識に関
する実証分析枠組の構築 
〃 20330037 今井晴雄 4,000 協力ゲーム論の基礎の再構築：提携の多面的分析 
〃 20330046 若杉隆平 3,600 
国際貿易におけるアウトソーシングと企業特性に
関する理論的・実証的研究 
〃 21330045 柴田章久 2,600 
金融市場の発展とマクロ経済の不安定の関係につ
いて 
基盤研究(C） 18530131 西村和雄 700 非線形経済システムの研究：認知から自己組織化 
〃 18530132 溝端 佐登史 900 ロシア企業における人的資本形成と国際比較 
〃 20530152 小佐野 広 700 
貸出契約とリスクの分散：証券化・シンジケート
ローン・メインバンク 
〃 20530153 関口 格 800 
繰り返しゲーム理論における非フォーク定理的ア
プローチ 
〃 20540115 関根 順 1,100 
長時間リスク鋭感的ポートフォリオ最適化の非標
準的設定への応用 
〃 20530154 三野和雄 1,000 経済主体の異質性とマクロ経済動学 
特別研究員 
奨励費 
19・9033 友田康信 700 産業育成を目的とした金融規制に関する理論分析 
〃 20・1235 川元康一 700 
社会的地位選好とマクロ経済動学―所得分配、人
口、および経済成長の分析への応用― 















有賀 健 800 
日本経済の物価変動ダイナミクスの解明：ミクロ
とマクロの統合アプローチ 
〃 〃 中嶋智之 1,000 〃 
特定領域研究 18078005 一方井 誠治 700 環境政策のポリシー・ミックス 
基盤研究(Ｓ) 20223001 西村和雄 2,000 ゲーム理論のフロンティア：理論と応用 
〃 〃 今井晴雄 600 〃 
〃 〃 梶井厚志 3,700 〃 
〃 〃 原 千秋 2,200 〃 
〃 〃 関口 格 1,700 〃 
〃 19103002 西村和雄 500 
グローバリゼーションと日本経済―ヒト、モノ、
カネ、社会共通資本― 
〃 〃 柴田章久 500 〃 
〃 〃 新後閑 禎 500 〃 
〃 〃 照山博司 500 〃 
〃 〃 ｽﾀﾊｰｽｷｰ,ｼﾞｮﾝ 500 〃 
基盤研究(A) 21243021 西村和雄 500 
グローバル化と知の時代における空間経済学の新
展開 
〃 〃 若杉隆平 500 〃 
〃 〃 森 知也 500 〃 
〃 19200020 西山慶彦 450 
時空間現象データに対する統計科学モデルの構築
および解析に関する組織的研究 
基盤研究(Ｂ) 21330055 森 知也 500 国際輸送の分析とインフラストラクチャ整備政策 
〃 〃 西山慶彦 500 〃 
〃 20340019 関根 順 300 
数理ファイナンスにおける確率制御・フィルタリ
ングの方法の発展と応用 
〃 20402024 溝端 佐登史 540 
国家社会主義からの離脱・進化の多様性：市場経
済化の国家戦略・制御能力の比較研究 
〃 19330039 照山博司 600 
労働市場のミクロ的構造とフィリップス曲線－国
際比較を通じた理論・実証分析 
〃 〃 柴田章久 600 〃 







    【参考資料】 2005 年度～2009 年度の科学研究費補助金交付状況 
 年 度 
項 目 
2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 
交付件数 （件） 12 14 16 15 14 






寄 附 金   （単位：千円） 
寄附者 担当教員名 寄附金額 寄附目的 
野村ホールディングス株式会
社 
西村和雄 20,000  
数理ファイナンスの研究推進と高度金融人材の育
成 
財団法人 村田学術振興財団 関口 格 800  
「国際カルテルの動学ゲーム分析」に対する研究
助成 
合計 20,800   
 
 
受託研究等  （単位：千円） 
委託者 受託金額 研究課題名 


















合計 76,100   
 
【参考資料】 2005 年度～2009 年度の寄附金、受託研究費等受入状況     （単位：百万円） 
 年 度  
項 目 
2005年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 
民間等との共同研究 
件数 1 2 2 3 2 
金額 10 21 20 18 20 
寄  附  金 
件数 5 6 5 5 2 
金額 44 72 51 55 20 
受 託 研 究 費 
件数 5 4 4 4 4 
金額 42 149 159 166 29 
計 
件数 11 12 11 12 8 








Non-cooperative Bargaining and the 





（Paris School of 
Economics）  
THE TAXATION OF SAVING RETURNS IN 
OVERLAPPING GENERATIONS 
















Games with Discontinuous Payoffs: a 



















Transpersonal Understanding through Social 







New Development Cycle in the Hungarian 






























University and Tel 
Aviv University) 



























Beauty Contests and Asset Prices under 






(UNC)他 6 名 







Partial identification and inference in models 






Multiple equilibria and indeterminacy in a 
dynamic two-country model (with Eric W. 


















The Impact of Financial Crises on the Real 













An Equilibrium Model of Term Structure of 






Time Preference Induced by Risk Aversion 


















Choosing someone with monetary transfers: a 
comprehensive analysis (with Yuji Fujinaka 













Cooperation in Repeated Prisoner's Dilemma 
with Outside Options&rdquo (joint with 
Takako Fujiwara-Greve) 
契約理論研究会 石原章史 
(London School of 
Economics and 
Political Science) 





Offshoring and corporate organizations: 


















Homoclinic bifurcation and global 
indeterminacy of equilibrium in a two-sector 
endogenous growth model (Joint with Paolo 






Market for Clubs with Congestible Facilities: 





Trade Coefficients and the Role of Elasticity in 





 (University of 
York) 
















Trade and occupational choice in a Cournot 













International Investment Positions and 























A Tractable Model of Regional Agglomeration: 
Eaton-Kortum meets Krugman (with Thomas 






Unilateral Greenhouse Gas Control Measures 






 (University of 
Carlos III) 
Contracting with a Network of Agents(joint 






L-statistics with weakly dependent data and 






Reexamining the waste-income relationship: 





























Marc Moller  
(University of 
Carlos III of 
Madrid and Kyoto 
University) 
Decision Making and Implementation in 
Teams" (joint with Jordi Blanes) 
契約理論研究会 










What Happened to Risk Management During 





























Using Grid Distributions to Test for 
Affiliations in Models of First-Price Auctions 








Social Capital and Social Quilts: Network 























Program Evaluation in Nonseparable Models 








Measuring Economic Localization: Evidence 














Non-cooperative Support for the Asymmetric 
Nash Bargaining Solution (with Volker Britz 















 (University of 
Wisconsin) 
Survival of Dominated Strategies under 















Social Security, Benefit Claiming and Labor 







Endogenous Liquidity Provision in a Market 











































The Spatial Structure of 
Production/Distribution Networks and Its 












































Asset Allocation with Gross Exposure 




























Myopic or farsighted: Bilateral Trade 






Heterogeneity in Communication Externalities 















PPP (private public partnership) Practice in 













Reserves and Provisions in Capital 
Requirement Modelling: Mathematical 
































 （Université de 
Franche-Conté 
and UFR Sciences 
etTechnologie） 

















Communication Externality, Spatial 













Compositions of Two Rational Choice 




Hannu Vartiainen  
(Turku School of 
Economics) 





















 (University of 
Oxford) 
Aggregating the single crossing property: 
theory and applications to comparative statics 
and Bayesian games 
ミクロ経済学・ゲー
ム理論研究会 


















Nominal Wage Adjustment, Demand Shortage 









Recursive Methods in Discounted Stochastic 
Games: An Algorithm for δ→1 and a Folk 
Theorem (with Johannes Horner, Takuo 

















ア ジ ア 18 24 24 
北   米 10 16 14 
中 南 米 0 0 0 
ヨーロッパ 25 17 15 
オセアニア 4 2 8 
中   東 0 1 1 
アフリカ 0 0 1 





氏   名 期   間 目 的 国 渡 航 目 的 







溝端 佐登史 4 月 5 日 ～ 4 月 11 日 ロシア連邦 
"X-th International Academic Conference 
on Economic and Social Development"に参
加 
八代尚光 3 月 28 日 ～ 4 月 8 日 
アメリカ合
衆国 
ニューヨーク大学 Robert Salomon 教授等と
企業活動や国際貿易について意見交換及び情
報収集。ミネソタ大学 Myles Shaver 教授等
と経済産業について意見交換及び情報収集 
























原 千秋 6 月 3 日 ～ 6 月 9 日 スペイン 
The Universitat Pompeu Febra において、
Andrew Mas-Colell Conference、European 
Workshop General EquilibriumTheory に参
加・研究報告、及び情報収集をするため 
一方井 誠治 5 月 20 日 ～ 5 月 23 日 タイ王国 
タイ・バンコクで行われる「第 5 回 SEE 




小松原 崇史 6 月 30 日 ～ 7 月 4 日 カナダ 
バンクーバーにおいて開催される、「Western 




矢野 誠 6 月 26 日 ～ 7 月 6 日 カナダ 
「Western Economic Association 
International 84th Annual Conference」への
参加・発表と、The University British 










































上田淳二 6 月 30 日 ～ 7 月 2 日 大韓民国 









































西村和雄 7 月 29 日 ～ 8 月 2 日 
シンガポー
ル共和国 
National University of Singapore にて、
The 4th Annual Workshop on 




関口 格 8 月 22 日 ～ 8 月 29 日 スペイン 















































小佐野 広 9 月 28 日 ～ 10月 12日 
オーストラ
リア連邦 
Austrarian National University 及び




9 月 30 日 ～ 1 月 27 日 
オーストラ
リア連邦 
































ポルトガル・リスボンにて 13th International 
Conference on Difference Equations and 
Applications に出席、及び GREQAM にて市
場の高質化と市場インフラの総合的設計につ
いての研究打合せ及び資料収集を行う。 



























































小佐野 広 12 月 4 日 ～ 12 月 6 日 台湾 
台湾国立清華大学において、第４回台湾―日本
契約理論コンファランスに出席するため。 




Risk measures and robust optimization in 
finance" に参加し、情報収集を行うため。 






小佐野 広 12 月 9 日 ～ 12月 26日 
オーストラ
リア連邦 
Crawford School of Economics and 










の解明」に関して、University of Padova に
おいては Giorgio Brunello 教授と数値計算プ
ログラムを用いた構造パラメタ―の最尤推定
に関する共同研究打合せ及びセミナー発表
を、またマドリッドの the Carlos Ⅲ 
University of Madrid においては、同大学・
渡辺誠準教授との研究打合せを、またバンコ
クの Thailand Development Research 










若杉隆平 1 月 2 日 ～ 1 月 7 日 
アメリカ合
衆国 

































































Annual Meeting に参加し、GCOE プログラ
ムに関する情報・資料収集を行うため。 
梶井厚志 1 月 6 日 ～ 1 月 10 日 
中華人民共
和国 




今井晴雄 1 月 2 日 ～ 1 月 8 日 
アメリカ合
衆国 
ASSA Annual Meeting に参加し、ゲーム理論
のフロンティアに関わる情報及び資料収集を
行うため。 






原 千秋 3 月 3 日 ～ 3 月 11 日 
ポルトガル
共和国 
















No.707  Kazuo Nishimura, Harutaka Takahashi and Alain Venditti, “Global externalities, 
endogenous growth and sunspot fluctuations”, Saber Elaydi, Kazuo Nishimura, 
Mitsuhiro Shishikura, Nobuyuki Tose (Eds.) Advances in Discrete Dynamical 
Systems, Advanced Studies in Pure Mathematics, Volume 53, pp.203-214, 
Mathematical Society of Japan, 2009 
 
No.708  Chiaki Hara, “Heterogeneous impatience in a continuous-time model”, 
Mathematics and Financial Economics , Volume 2, Number 2, pp.129-149, July 
2009 
 
No.709  Ryuhei Wakasugi and Harue Wakasugi, “The Effects of Regulation on Japan’s 
Pharmaceutical Research and Development”, The Japanese Economy, vol.35, no.4, 
pp.107–32, Winter 2008-9 
 
No.710  Kenn Ariga, Ryo Kambayashi and Yoshihide Sano “The Effect of Training Policy for 
Non-Regular Employees and Human Resource Management Practices”, Japan 
Labor Review, Vol.6, No.4, pp.12-41, Autumn 2009 
 
No.711  Kazuo Nishimura and John Stachurski, “Equilibrium Storage with Multiple 
Commodities”, Journal of Mathematical Economics, Vol.45, pp.80-96, 2009 
 
No.712  Paolo Mattana, Kazuo Nishimura and Tadashi Shigoka, “A homoclinic bifurcation 
and global indeterminacy of equilibrium in a two-sector endogenous growth model”, 
International Journal of Economics Theory, Volume 5, pp.25-47, Wiley-Blackwell, 
2009 
 
No.713  Kazuo Nishimura, Stefano Bosi and Alain Venditti, “Indeterminacy and 
business-cycle fluctuations in a two-sector monetary economy with externalities”, 
Journal of Difference Equations and Applications, Vol.15, pp.1085-1096, Taylor and 
Francis, 2009 
 
No.714  Ryuhei Wakasugi, “Why was Japan's trade hit so much harder?”, The Great Trade 
Collapse: Causes, Consequences and Prospects, Edited by Richard Baldwin, Centre 





No.672 Nobuhiro Mizuno and Ryosuke Okazawa, “Colonial Experience and  
Postcolonial Underdevelopment in Africa,” April 2009 
 
No.673 Nobuhiro Mizuno, “Inequality and Sequence of Economic Liberalization and 
Democratization,” April 2009 
 
No.674 Ryosuke Okazawa, “Skill-Biased Technical Change and Wage Inequality: The 
U.S. versus Europe,” April 2009 
  




No.676 Masako Ikefuji and Kazuo Mino, “Internal vs. External Habit Formation in a 
Growing Economy with Overlapping Generations,” August 2009 
 
No.677 Seiya Fujisaki and Kazuo Mino, “Long-Run Impacts of Inflation Tax in the 
Presence of Maintenance Expenditures ,” August 2009 
 
No.678 Kenn Ariga, Masako Kurosawa, Fumio Ohtake, and Masaru Sasaki, 
“Employment and Wage Adjustments at Firms under Distress in Japan: An 
Analysis Based upon a Survey,” August 2009 
  
No.679  Kenmei Tsubota, “Location and organization choice of firms,” August 2009 
 
No.680 Satoshi Mizobata, “The Japanese Economic System under the Global Crisis: 
Change and Continuity” September 2009 
 
No.681 Ryuhei Wakasugi and Ayumu Tanaka, “Firm Heterogeneity and Different Modes 
of Internationalization: Evidence from Japanese Firms,” September 2009 
  
No.682 Tomoya Mori and Tony E. Smith, “A Probabilistic Modeling Approach to the 
Detection of Industrial Agglomerations,” September 2009 
 
No.683 Kazuo Mino and Yasuhiro Nakamoto, “Consumption Externalities and Wealth 
Distribution in a Neoclassical Growth Model,” October 2009 
 
No.684 Masako Kimura and Daishin Yasui, “Production Structure,Household Time 
Allocation, and Fertility,” November 2009 
  
No.685 Chiaki Hara, “Effectively Complete Asset Markets with Multiple Goods and over 
Multiple Periods,” November 2009 
  
No.686 Eric W. Bond, Kazumichi Iwasa and Kazuo Nishimura, “A Dynamic Two Country 
Heckscher-Ohlin Model with Non-Homothetic Preferences,” November 2009 
 
No.687 Tomoya Mori and Tony E. Smith, “An Industrial Agglomeration Approach to 
Central Place and City Size Regularities,” August 2009 
 
No.688 Satoshi Mizobata , “The Economic Crisis in Russia: Fragility and Robustness of 
Globalisation,” December 2009 
  
No.689 Naomitsu Yashiro and Daisuke Hirano, “Do All Exporters Benefit from Export 
Boom? – Evidence from Japan,” December 2009 
  
No.690 Yunfang Hu and Kazuo Mino, “Trade Structure and Equilibrium Indeterminacy 
in a Two-Country Model,” December 2009 
  
No.691 Lane P. Hughston and Andrea Macrina, “Discrete-Time Interest Rate 
Modelling,” January 2010 
 
No.692 Lane P. Hughston and Andrea Macrina, “Pricing Fixed-Income Securities in an 
Information-Based Framework,” January 2010 
 
No.693 Edward Hoyle, Lane P. Hughston and Andrea Macrina, “Lévy Random Bridges 




No.694 Piero Gottardi, Atsushi Kajii and Tomoyuki Nakajima, “Constrained Ine¢ ciency 
and Optimal Taxation with Uninsurable Risks,” January 2010 
  
No.695 Andrea Macrina and Priyanka A. Parbhoo, “Securities Pricing with 
Information-Sensitive Discounting,” January 2010 
  
No.696 Takao Asano and Akihisa Shibata, “Risk and Uncertainty in Health 
Investment,” March 2010 
 
No.697 Yokogawa Kazuho, “Centralization and Local Public Finance in Russia,” March 
2010 
 
No.698 Makoto Yano and Takakazu Honryo, “A Two-Country Game of Competition 
Policies,” March 2010 
 
No.699 Makoto Yano, Kenji Sato and Yuichi Furukawa, “Observability of Chaotic 
Economic Dynamics in the Matsuyama Model,” March 2010 
   
No.700 Makoto Yano and Takakazu Honryo, “A Fundamental Difficulty Underlying 
International Harmonization of Competition Policies,” March 2010 
  
No.701 Chiaki Hara, “Heterogeneous Beliefs in a Continuous-Time Model,” March 2010 
 
No.702 Kazuo NISHIMURA and Alain VENDITTI，Indeterminacy and 
expectation-driven fluctuations with non-separable preferences, March 2010 
 
〔和 文〕 
No.0901 一方井 誠治 石川大輔 佐々木 健吾、家庭部門における温室効果ガス削減行動に
関するアンケート調査、2009 年 5 月 
 
No.0902 一方井 誠治 石川大輔 佐々木 健吾、家庭部門における温室効果ガス削減行動メ
カニズムの分析、2009 年 5 月 
 
No.0903 一方井 誠治 石川大輔 佐々木 健吾、化学産業における環境報告書を用いた温室
効果ガスにかかる限界削減費用の推計調査、2009 年 7 月 
 
No.0904 一方井 誠治 石川大輔 佐々木 健吾、ＥＵにおける排出量取引の実態調査、2009
年 7 月 
 
No.0905 上田淳二 杉浦達也、財政の持続可能性に関するシミュレーション分析、2009 年
10 月 
 
No.0906 上田淳二 石川大輔 筒井 忠、法人税の税収変動要因と構造的な税収調達能力の
分析、2010 年 2 月 
 
No.0907 上田淳二 堀内義裕 森田健作、医療費及び医療財政の将来推計、2010 年 3 月 
 








日付 掲載紙 氏名 タイトル 
2009 年 1 月 27 日 日経新聞 若杉隆平 経済教室 危機下の貿易（上） 
ＷＴＯの監視機能強めよ 




2009 年 3 月 15 日 日経新聞 一方井 誠治 企業行動から見た日本の気候変動政策の
課題 
2009 年 5 月 12 日 茨城新聞 一方井 誠治 新時代の気候変動政策を 
2009 年 6 月 28 日 赤旗 一方井 誠治 CO２削減 大企業は“乾いたタオル”か 
2009 年 9 月 27 日 産経新聞 西村和雄 経済学者がモラル啓蒙の歌 







































受賞者氏名 賞  名 受賞年月 受賞の研究課題名等 
西山慶彦 日本統計学会研究業績賞 2009 年 9 月 セミパラメトリック推定量の高
次漸近理論 
岩佐和道 日本国際経済学会 
第 4 回小島清賞優秀論文賞 2009 年 10 月 
A Dynamic 
Chamberlin-Heckscher-Ohlin 




















 ２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 
修士課程 １２人 １３人 ２３人 
博士課程 ２５人 ２３人 ２８人 
計 ３７人 ３６人 ５２人 




２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 




２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 
２０  人 ２５  人  ２２  人 




２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 























Record of visiting international researcher 
name home institute position 
period of stay at KIER Research topic 
during stay (or 







Professor 2009/4/7 2009/4/19 












Lecturer 2009/4/7 2009/4/19 














ア ジ ア 9 16 29 
北   米 22 18 28 
中 南 米 1 0 0 
ヨーロッパ 19 25 21 
オセアニア 6 4 5 
中   東 1 2 2 
アフリカ 0 0 1 






















Professor 2009/5/1 2009/5/1 
New Development 
Cycle in the 
Hungarian 
Economy: 


















Professor 2009/5/20 2009/5/25 
Decision Theory / 
Game Theory 





Professor 2009/5/26 2009/5/29 








The University of 
North Carolina at 
Chapel Hill  







Professor 2009/6/1 2009/8/31 
General 
equilibrium 
analysis of the 



















Professor 2009/6/20 2009/6/20 
The Impact of 
Financial Crises on 
the Real Economy 
and on the Labour 






Professor 2009/6/24 2009/6/26 
Purpose of working 
jointly with 
Professor 
































University in St. 
Louis 





Paul, A. Weller 
The University of 
Iowa 
Professor 2009/7/27 2009/7/31 
Technical Analysis 







Professor 2009/8/5 2009/8/10 










Professor 2009/9/1 2009/9/30 
Monetary policy, 
employment 


















Arrangements of a 
joint research on 
the population and 
industrial location 





Professor  2009/9/1 2009/9/15 
A Probabilisric 
Modeling Approach 


















The University of 
North Carolina at 
Chapel Hill  
Professor 2009/9/22 2009/10/1 






The University of 
North Carolina at 
Chapel Hill  
Professor 2009/10/14 2009/10/15 











For the research 
meeting with pro. 




























Professor 2009/11/3 2009/11/4 
Social Capital and 
Social Quilts: 
Network Patterns 





Professor 2009/11/16 2009/11/17 
Non-cooperative 
















Eric, Bond W. 
Vanderbilt 
University  
Professor 2009/12/3 2009/12/7 
Purpose of 










Professor 2009/12/3 2009/12/7 
Purpose of 






Yu, Eden Siu 
Hung 
City University of 
Hong Kong 
Professor 2009/12/4 2009/12/7 
Purpose of 








Studies in Social 
Sciences 
Director 2009/12/4 2009/12/6 
Purpose of 


























Lecturer 2009/12/4 2009/12/13 
Purpose of 






Purpose of working 
jointly with 






Professor 2009/12/4 2009/12/7 
Purpose of 






Choi, Kwan E. 
Iowa State 
University 
Professor 2009/12/4 2009/12/7 
Purpose of 













To discuss our joint 










On an Efficient 
Private-Informatio







Professor 2009/12/14 2009/12/15 
Voluntary Voting: 































Professor 2009/7/29 2009/8/5 Conference 
99 
 

























Professor 2010/1/7 2010/1/7 







Professor 2010/1/7 2010/1/7 
Directed Search in 
the Housing 
Market 




























Current Issues in 
Economic Theory. 


















Current Issues in 
Economic Theory. 




















































































































For the research 
meeting with prof. 








Professor 2010/2/23 2010/2/25 
For the research 
meeting with prof. 







Academia Sinica Professor 2010/2/24 2010/2/25 























For the research 
meeting with prof. 









Professor 2010/2/20 2010/2/25 
For the research 
meeting with prof. 



















Professor 2010/3/6 2010/3/15 






























Professor 2010/3/15 2010/3/25 













An Algorithm for 

















Professor 2010/3/23 2010/6/18 
数理経済学に関する
研究打合せ 
Yu, Eden Siu 
Hung 
City University of 
Hong Kong 
Professor 2010/3/30 2010/4/10 
国際経済に関する研
究打合せ 












ダヴィラ, フリオ （国立科学研究センターソルボンヌ経済研究所研究員） 
        「一般均衡モデルの共同研究」 
        （2009年4月5日～2009年4月19日） 
 
  ポンティウ, エリック （ベルギー国ブラッセル市欧州経済社会委員会ユニット長） 
        「日・EUの比較による気候変動及び持続可能な発展政策に関する研究」 
        （2009年7月19日～2009年8月1日） 
 
  ブロイゼ, ガエタノ （ローマ大学経済学部教授） 
        「マクロ経済動学」 
        （2010年1月26日～2010年4月14日） 
 
  タカヤマ, シノ （クイーンズランド大学経済学研究科講師） 
        「ゲーム理論」 




  シンタニ, モトツグ （ヴァンダービルト大学経済学研究科准教授） 
        「実証マクロ経済学」 
        （2010年3月30日～2010年6月30日） 
 
  マクレナン, アンドリュー （クイーンズランド大学経済学研究科教授） 
        「数理経済学」 
        （2010年3月22日～2010年5月22日） 
 
  ユー, イーデン シー フン （香港城市大学経済学部教授） 
        「国際経済」 
        （2010年3月30日～2010年4月12日） 
 
  ヴェンディッティ, アラン （フランス国立科学研究所(GREQAM)教授） 
        「マクロ経済動学」 






日時 テーマ 場所 
2009 年 7 月 28 日、
30 日～31 日、8 月 3
日～4 日 
KIER-TMU International Workshop on 
Financial Engineering 2009 
大手町サンケイプラザ、同志社
大学 
2009 年 9 月 26 日 
KIER-UNC International Workshop on "the 
Global Shock Wave" 
京都大学経済研究所北館 1 階
講義室 
2009 年 11 月 13 日 
EUIJ関西 第 8 回国際シンポジウム 
10 周年を迎えたユーロ 現状と展望 
京都大学経済研究所北館 1 階 
講義室 
2009 年 12 月 5 日 
～6 日 
The 4th Keio/Kyoto International 
Conference on Market Quality Economics 
ウェスティン都ホテル京都 
2010 年 2 月 4 日～5
日 
AEI-Four Joint Workshop on Current Issues 
in Economic Theory 





























































































































氏  名 役      職 
原 千秋 大阪大学社会経済研究所 森口賞審査委員 
一方井 誠治 NPO法人 環境文明２１ 検討グループ研究会委員 
一方井 誠治 環境省 国立水俣病総合研究センター研究評価年次委員会委員 
一方井 誠治 (財)地球環境産業技術研究機構 IGES関西研究センターアドバイザリー委員 
一方井 誠治 環境省地球環境局 地球温暖化対策に関する地域連携のあり方に関する検討会委員 
一方井 誠治 「日常生活からの温室効果ガス『見える化』に関する分科会」委員 
一方井 誠治 平成 21年度国内排出量取引推進事業委託業務に関するCA委員 
一方井 誠治 廃棄物・リサイクル分野における国内コベネフィットプロジェクトに関する会委員 
一方井 誠治 「事業者の提供する商品・サービスに係る温室効果ガスの『見える化』に関する分科会」委員 
梶井厚志 国家公務員採用Ⅰ種試験専門委員 
三野和雄 (独)JSPS 特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査会 
三野和雄 大阪大学社会経済研究所運営諮問委員会委員 
三野和雄 平成 21年公認会計士試験試験委員 
溝端 佐登史 (独)JSPS 特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査会 
西村和雄 大阪大学社会経済研究所運営諮問委員会委員 
西村和雄 (独)JSPS 科学研究費委員会専門委員 
西村和雄 (財)藤井節郎記念大阪基礎医学奨励会 評議委員選定委員会委員 
小佐野 広 東京大学学位論文審査委員 
柴田章久 (独)JSPS 科学研究費委員会専門委員 
照山博司 社団法人日本機械工業連合会主催助成事業専門部会委員 
照山博司 慶応義塾大学 パネルデータ設計・解析センター（パネル調査共同研究拠点）運営委員 
照山博司 (独)JSPS 科学研究費委員会専門委員 
若杉隆平 内閣府総合科学技術会議専門委員 
若杉隆平 (独)JSPS 科学研究費委員会専門委員 
若杉隆平 科学技術政策研究所機関評価委員会委員 








  日時：2009年 8月 29日（土） 13：30～17：30 




  近藤等則 （エレクトリックトランペット奏者） 
  映像： 土佐尚子（京都大学学術情報メディアセンター教授） 
【基調講演】 
  渡部隆夫 （ワタベウェディング会長） 
【パネルディスカッション】 
  「子どもたちを導く切り札」 
  コーディネーター： 高木壽一 （京都市国際交流会館館長） 
  渡部隆夫 （ワタベウェディング会長） 
  大野照文 （京都大学総合博物館館長） 
  明和政子 （京都大学大学院教育学研究科准教授） 
  山極寿一 （京都大学大学院理学研究科教授） 
【ビデオメッセージ】 
  ロザン （吉本興業） 
【ミニコンサート】 
  ＣＤ『子どもたちの未来のために』より 
   聖母被昇天学院小学校 
   京都女子大学附属小学校 
【ビデオメッセージ】 




  「低炭素化時代の企業経営」 
   日時：2009年 11月 30日（月） 13：30～17：00 




  一方井 誠治 （京都大学経済研究所教授） 
       「気候変動政策の動きと世界の潮流」 
  末吉 竹二郎 （国連環境計画金融イニシアティブ特別顧問） 
       「低炭素化時代のビジネスルール」 
  市川眞一 （クレディスイス証券チーフストラテジスト） 
       「エネルギーと環境をめぐる経済動向」 
【パネルディスカッション】 
  「低炭素化時代の企業経営」 
 コーディネーター： 一方井 誠治 （京都大学経済研究所教授） 
  菅野伸和 （パナソニック環境渉外担当顧問） 
  長畑和典 （ＧＳユアサ環境統括部担当部長） 
  末吉 竹二郎 （国連環境計画金融イニシアティブ特別顧問） 






   日時：2009年 12月 11日（金） 13：00～17：30  




  矢野 誠 （京都大学経済研究所教授） 
       「世界金融危機と今後の経済政策のあり方」 
【基調講演２】 
  杉本和行 （財務省顧問） 
       「世界金融危機と経済財政運営」 
【講演】 
  「今後の経済財政政策に求められる役割」 
   土居丈朗 （慶応義塾大学教授） 
   河野 龍太郎 （ＢＮＰパリバ證券） 
   井伊雅子 （一橋大学教授） 
   柳川範之 （東京大学准教授） 
【パネルディスカッション】 
  「今後の経済財政政策のあり方」 
   モデレーター 





   日時：2010年 1月 23日（土） 13：00～17：30 
   場所：新宿明治安田生命ホール 
 
【古典落語】 
  笑福亭たま （社団法人上方落語協会） 
       「時うどん」 
【基調講演１】 
  茂木健一郎 （ソニーコンピューターサイエンス研究所シニアリサーチャー、東京工業大学大学院連携教授） 
       「脳科学から見た利他性の起源－なぜ、「他人のため」が「自分のため」となるのか－」 
【基調講演２】 
  立石信雄 （オムロン株式会社相談役） 
       「企業とモラル」 
【パネルディスカッション】  
  「子どもを導く切り札」 
  コーディネーター： 坂東昌子 (NPO知的人材ネットワークあいんしゅたいん理事長) 
   小西行郎 （同志社大学赤ちゃん学研究センター教授） 
   鎌田浩毅 （京都大学大学院人間・環境学研究科地球科学専攻教授） 
   間宮陽介 （京都大学大学院人間・環境学研究科相関環境学専攻教授） 
【ミニコンサート】  
  ＣＤ『子どもたちの未来のために』より 
   杉並児童合唱団 




○経済金融シンポジム 2010  
「グローバル金融システムと金融市場の将来」―国家金融戦略の重要性と日本の金融のあり方― 
   日時：2010年 3月 19日（金） 13：00～17:00 
   場所：一橋記念講堂 
 
【基調講演】 
  刈屋武昭 （明治大学MBS研究科長、京都大学経済研究所客員教授） 
       「今後のグローバル金融経済システムと国家金融戦略のあり方 
―新しいバーゼル規制対応としての国家流動性保証戦略の必要性―」 
【講演】 
  原 千秋 （京都大学経済研究所教授） 
       「金融技術と金融業規制の経済学的評価」 
  小立 敬 （野村資本市場研究所副主任研究員） 
       「Too big to fail と金融機関の社会に対する責任の議論」 
  加藤康之 （野村証券 SEO、京都大学経済研究所客員教授） 
       「金融技術の役割と日本の金融産業に対するインプリケーション」 
 
【パネルディスカッション】 
  「日本の経済と金融産業にとって必要な将来金融戦略は何か」 
    原 千秋 （京都大学経済研究所教授） 
    小立 敬 （野村資本市場研究所副主任研究員） 
    加藤康之 （野村証券 SEO、京都大学経済研究所客員教授） 
   
【特別講演】 
  柳澤伯夫 （元金融担当大臣、柳沢金融経済研究所代表） 














ショップの開催という定期的な研究活動を行うと共に、1998 年 3 月には学際的なシンポジウム「複雑系とは何か」およ
び国際シンポジウム“Game Theory and International Cooperation: Global Environmental Problem”を、6 月には国際シ
ンポジウム“Intertemporal Equilibrium Theory: Stability, Bifurcations and Indeterminacy”を開催している。更に、2000
年 6月には国際シンポジウム“International Conference on the Frontiers in Spatial Economics”および 2001年 6月には





































1) 経済学における先端的理論と先端的実証研究の融合を図り斬新な政策提言に用立てる。  
2) 1990年代以降に急進展した、複雑系経済システム分析、進化経済学、金融工学、そしてゲーム理論の体系的
分析枠組みを構築する。  
3) 応用経済分析の先端分野である医療、環境、通信に、上記の先端的分析手法を適用する。  
4) 自然･人文･社会諸科学と先端経済分析の相互親和性を深める。  












































誌の総合的学術誌（Econometrica、American Economic Review、Journal of Political Economy、Quarterly 
















 上位 6誌掲載論文数 
京都大学経済研究所 57 
他 4附置研究所合計 31 
 論文・著書被引用数 
京都大学経済研究所 2167 

















ミクロ経済学・ゲーム理論研究会 30 35 37 
計量経済学セミナー 14 17 15 
経済研究所研究会 6 3 3 
COE研究会 1 ― ― 
契約論研究会 0 0 0 
都市経済学ワークショップ 14 9 11 
先端政策分析研究会 ― 8 6 
マクロ経済学･経済システム研究会 21 20 18 
その他 1 0 1 
合 計 87 92 91 






２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 











アジア ８ １３ ２７ 
北米 ２２ １４ ２７ 
中南米 ０ ０ ０ 
ヨーロッパ １８ ２５ １７ 
オセアニア ４ ４ ３ 
中東 １ ０ ２ 
アフリカ ０ ０ １ 
合 計 ５３ ５６ ７７ 
 
国際シンポジウムの開催 
２００６年度 ２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 





２００６年度 ２００７年度 ２００８年度 ２００９年度 
２０ 人  ２０人 ２５人 ２２人 
 
所　　長 西　村　和　雄 ・・・・・・・・・ 192
副所長 溝　端　佐登史 ・・・・・・・・・ 218
教　授 小佐野      広 ・・・・・・・・・ 147
教　授 照　山　博　司 ・・・・・・・・・ 183
准教授 中　嶋　智　之 ・・・・・・・・・ 189
准教授 奥　井　　　亮 ・・・・・・・・・ 143
教　授 若　杉　隆　平 ・・・・・・・・・ 257
教　授 三　野　和　雄 ・・・・・・・・・ 243
教　授 溝　端　佐登史 ・・・・・・・・・ 218
教　授 原　　　千　秋 ・・・・・・・・・ 210
助　教 阿　部　光　敏 ・・・・・・・・・ 119
教　授 今　井　晴　雄 ・・・・・・・・・ 132
教　授 有　賀　　　健 ・・・・・・・・・ 121
教　授 梶　井　厚　志 ・・・・・・・・・ 152
准教授 関　口　　　格 ・・・・・・・・・ 173
教　授 矢　野　　　誠 ・・・・・・・・・ 247
教　授 柴　田　章　久 ・・・・・・・・・ 166
教　授 西　山　慶　彦 ・・・・・・・・・ 206
准教授 関　根　　　順 ・・・・・・・・・ 179
教　授 西　村　和　雄 ・・・・・・・・・ 192
教　授 新後閑　　　禎 ・・・・・・・・・ 163
教　授 森　　　知　也 ・・・・・・・・・ 241
准教授 ジョン・スタハースキー ・・・・・・・・・ 170
教　授 一方井　誠　治 ・・・・・・・・・ 126
教　授 横　田　正　文 ・・・・・・・・・ 254
准教授 金　子　浩　之 ・・・・・・・・・ 158
准教授 丸　山　達　也 ・・・・・・・・・ 216
准教授 上　田　淳　二 ・・・・・・・・・ 140
准教授 八　代　尚　光 ・・・・・・・・・ 245
グローバルCOE
特定助教 岩　佐　和　道 ・・・・・・・・・ 137















職歴 2005年 - 2007年 京都大学経済研究所産学官連携助手、科学技術振興助手、






1 Yasukawa, N., Nishihara, K., Abe, M., Moriya, K., Sakai, T.: User Evaluation of Information
Presentation System for Nature Observation. Fourth International Conference on Creating,
Connecting and Collaborating through Computing (C5 2006), IEEE Computer Society Press
(2006)
孫暁萌, 吉村哲彦, 阿部光敏, 酒井徹朗: 環境ポスターの意図を読み解く環境教育の教材評





Abe, M., Yoshimura, T., Koizumi, S., Hasegawa, N., Osaki, T., Yasukawa, N., Koba, K.,
Moriya, K., Sakai, T.: Virtual forest: design and evaluation of a walkthrough system for forest









































































"The Optimal Timing of School Tracking: A General Model with Calibration for Gernany,"
(with G.Brunello and M.Gianni)  in Woessmand and Peterson (eds.) Schools and the Equal
Opportunity Problem , MIT Press, 2007
"Are Education and Training always Complements? Evidence from Thailand," (with Giorgio
Brunello) in Industrial and Labor Relations Review 59(4): 613-629, 2006
"Horizontal Transfer, Vertical Promotion, and Evolution of Firm Organization," Journal of the

















“Hot & Spicy: Ups and Downs on the Price Floor and Ceiling at Japanese Supermarkets,” (with
K. Matsui and M. Watanabe) Pacific Economic Papers  316, 2001
“Fast Track: Is It in the Genes? The Promotion Policy of a Large Japanese Firm,” (with G.
Brunello and Y. Ohkusa), Journal of Economic Behavior and Organization  38: 385-402, 1999
“Determinants of Individual Firm Mark-up in Japan; An Econometric Study on the Impact of
Market Concentration, Market Share and FTC’s Regulation,”  (with K.G. Nishimura and Y.
Ohkusa), Journal of the Japanese and International Economies  13: 424-450, 1999
“Estimating Mark-up over Marginal Cost and Returns to Scale at Firm Level: A New Approach
Applied to a Panel of Japanese Firms,” (with Nishimura, K.G. and Y. Ohkusa),   International
Journal of Industrial Organization  17: 1077-111, 1999
"Trade Credits and Interfirm Transactions in Japan: Econometrics Analysis Using Microdata,"
(with G.W.Emery) in Czerkawski ed.: Japanese Management Challenges and Applications for
Business Executives , Academic Press, 1993
"Corporate Hierarchy and Promotion Policy," (with G.Brunello) in Czerkawski ed.: Japanese
Management Challenges and Applications for Business Executives , Academic Press, 1993
"Promotion, Corporate Hierarchy and Firm Growth: Japanese Internal Labor Market in
Transition," (with  G.Brunello, Y.Ohkusa and Y.Nishiyama) Journal of the Japanese and
International Economies  6(4): 440-471, 1992
"Price Formation in the Distribution Channel," (with Y. Ohkusa) P. Sheard (ed.) Japanese
Firms, Finance and Markets , London: Addison Wesley, 1996
"Mismeasurement of the CPI," [wirh K. Matsui] (2003), in Blomstrom et al . eds.: Structural
Impediments to Growth in Japan , University of Chicago Press for National Bureau of Economic
Research
"Some Evidence on the Trade Credit Practices of Japanese Trading Companies" (with G. W.
Emery) in Advances in Pacific Basin Financial Markets  2(B): 237-252, Greenwich: JAI Press,
1996
"Is the Tenure-Wage Profile Really Steeper in Japan?," (with G. Brunello) in M. Okabe (ed.)
The Structure of the Japanese Economy , London: Macmillan, 1995
"Price Flexibility in Japan, 1970-1992:  A Study of Price Formation in the Distribution Channel,"
(with Y. Ohkusa) Pacific Economic Papers 238, 1994, also in International Journal of Industrial
Organization  16(5): 639-64, 1998
"Recent Changes in the Internal Structure of Wages and Employment in Japan" (with G.
Brunello) Journal of the Japanese and International Economies  9(2): 105-129, 1995
"Promotions, Skill Formation and Earnings Growth in a Corporate Hierarchy," (with G. Brunello
and Y. Ohkusa) Journal of the Japanese and International Economies  11(3): 347-384, 1997
"Earnings and Seniority in Japan: A Re-appraisal of the Existing Evidence and a Comparison
with U.K." (with G. Brunello and Y. Ohkusa) Labor Economics  4: 47-69, 1997
"Occupational and Internal Labor Markets in Japan" (with G. Brunello and Y. Ohkusa)





























"On Exchange Rate Variability," Economic Studies Quarterly  37 (4): 300-318, 1986






















「日本の流通業における Market Foreclosure としての長期取引関係, II 」『ファイナンシャルレ
ビュー』（並河永と共著）21号1991年

































































書評、サロー他『現代経済学』 日本経済新聞社 1990 年
やさしい経済学「メインバンクと株式持ち合いについて」日本経済新聞 1989 年
124































































































































































「Measures of GHG Reduction and Sustainable Society」KSI/IR3S International Symposium on
































International Symposium on Global Sustainability- Social Systems and Technological Strategies
–でまとめ担当として参加、平成19年1月15日・16日（日本）














































































・ 山陽新聞 平成 18 年 12 月 1 日  「環境と経済 橋渡しを」 
・ 汎交通  平成 18 年 1 月号    「地球温暖化問題から見た今後の社会経済」 
 ・ 雑誌「世界」平成 19 年 9 月号   「企業の取り組みから見える日本の課題」 




 ・ 読売新聞 平成 20 年 7 月 10 日   「低炭素社会のリード役に」 
 ・ 時事トップ・コンフィデンシャル 平成 20 年 7 月 29 日  「積極的推進こそ日本
の生き残る道 洞爺湖サミットと温暖化対策の今後」 
 ・ 日経ＢＰネット 平成 21 年 1 月 6 日  「温室効果ガスの削減対応はどこまで？日
本の実態と課題」 
 ・ 日本経済新聞 平成 21 年 3 月 15 日  「企業行動から見た日本の気候変動政策の
課題/長期政策フレームワークを/省庁の壁を超えた政策統合」 










・ 岐阜聖徳学園大学助教授（大堀秀一研究員（平成 17 年度～平成 18 年度）） 
・ 財務省財務総合研究所研究官（石川大輔研究員（平成 17 年度～平成 20 年度）） 
・ 名古屋学院大学講師（佐々木健吾研究員（平成 19 年度～平成 20 年度）） 
131





























“On the Neutrality of Coalition Formation in a Pure Bargaining Problem,” (2005), Japanese
Economic Review, 56, 352-362, with Naoki Watanabe
"Incomplete Insurance and Absolute Risk Aversion"(1981)　Economics Letters, v.8, p107-112,
with T. Itoh and J. Geanokaplos
"CBD Hypothesis and Economies of Agglomeration" (1982) J.E.T., v. 28, p275-299
"Voting, Bargaining, and Factor Income Distribution" (1983) J. of Math. Econ., v. 11, p211-233
"On Harsanyi's Solution" Int. J. of Game Theory, v.12, (1983) 161-179
"Individual Monotonicity and Lexicographic Maxmin Solution" Econometrica, (1983) v. 51,
p389-401
"Bilateral Price-setting in a Bilateral Monopoly Model" (1986) Math. Social Science, v. 12,
p279-301
"Some Aspects of Application of Game Theory to Economics", (1990)  in The Proceedings of
the International Conference on　Mathematical Economics and its Relevance for Development, J.







"Two Sided Bargaining and Toughness of Players" (1992) in The Development of Science for
the Improvement of Human　Life, F. Casprini & R. Barbucci (eds.), pp. 209-227, University of
Siena
"Representative Bargaining Solution for Two-Sided Bargaining Problems" (2000) Mathematical














“Coalitional Effect in a Pure Bargaining Model: An Example with Nonlinear Utilities” (2005)
Proceedings of MODSIM2005 (CD-format)
 “On the Incentive Consequences of Alternative CDM Baseline Schemes,” (2003) in T. Sawa
eds. International Frameworks and Technological Strategies to Prevent Climate Change,
Springer, 110-126, with J. Akita.
“Campaign Competition and the Effect of Information Technology,” (2003) in Proceedings of
PISTA 03, p235-39, with.
“Coordination Problems in E-Government,” (2004) in Proceedings of PISTA 04, p60-66, with
Kuninori　Nakagawa
“Advertising Competition with bounded memories on the side of Consumers,” (2004) in
Proceedings of International Conference on Dynamic Games 2004, (cd-format), with　 M. Horie
“Effects of alternative CDM baseline schemes under an imperfectly competitive market
structure” (2008) 307-33, with J. Akita and H. Niizawa, in Game Theory and Policy Making in
Natural Resources and theEnvironment, A. Dinar, J. Albiac, and J. Sanchez-Soriano eds.,
Routledge
"Bargaining under the Pressure of Burning Money," (1996)　in The Development of Science for
the Improvement of Human　Life III: Section Economics, F. Casprini ed., 111-118, University of
Siena
"On the Possibility of Cross-Ownership in an Incomplete Contract Model," (1994)　in
Proceedings of the II Kyoto-Siena Symposium vol, 2, Y. Imanishi ed., 121-132, Kyoto
University. (w/ C. Yoon)
"De Facto Delegation and proposer Rules"(2008) in Neogy, et. al. eds., Mathematical
Programming and Game Theory for Decision Making, World Scientific, 327-337, with Katsuhiko
Yonezaki
"CDM domino," (2007) with J. Akita and H. Niizawa, in L. Petrosian and N. Zenkevich eds.
Contributions to Game Theory and Management 2007, 177-188.
"Game Analysis of Kyoto and Post-Kyoto Schemes," (2009) in Dincer, I.; Midilli, A.; Hepbasli, A.;
Karakoc, T.H. (Eds.) Global Warming, Engineering solution, pp407-22, Springer Verlag.
"Emission Market at the End of the Commitment Period," (2009) with R. Ishii, in Dincer, I.; Midilli, A.;
Hepbasli, A.; Karakoc, T.H. (Eds.) Global Warming, Engineering solution, pp399-406, Springer Verlag.
Technology development and project based mechanisms in international climate change policy
(2009) with J. Akita and H. Niizawa, In Anderssen, R.S., R.D. Braddock and L.T.H. Newham
(eds) 18th World IMACS Congress and MODSIM09 International Congress on Modelling and
Simulation. Modelling and Simulation Society of Australia and New Zealand and International

























“De Facto Delegation and Proposer Rules” (2007) with K. Yonezaki
“CDM domino” (2007) with J. Akita and H. Niizawa
”Private Contracts and Efficiency:An Example,” CAEA WP 048, December, 2004, with Harrison
Cheng.
"経済学で考える（ゲームの理論と経済学）" (1991) 経済セミナー  4月号p6-10
｢三者線形費用立地交渉問題｣ (1995) 経済論叢第155巻第1号 117-131
"不完全な合理性と情報化"(1997)鬼木、西村、山崎編、情報経済学入門、富士通経営研修所
「チェーンストアパラドックス」（2000）林編、パラドックス、日本評論社, p146-164





"Pre-Negotiation for an International Emission Reduction Game" FEEM Working Paper No.
106. 2002  





"ゲームの理論と経済学" (1982-1984) 経済セミナー 82年10月号-84年1月号 (小林孝雄と共著)
"都市化と土地市場” (1983)森口親司,青木昌彦,佐和隆光編「日本経済の構造分析」p375-390
創文社
"Coexisting Multiple Networks Mediating Multi-Layered Coalition Structure" (2009) with K.
Yonezaki, in Proceedings of EMNEt International conference on Economics and Management of
networks, CD format
"The Impact of Ex-Ante versus Ex-Post CDM Baselines on a Monopoly Firm"(2009) with J. Akita and H.
NIizawa. In Anderssen, R.S., R.D. Braddock and L.T.H. Newham (eds) 18th World IMACS Congress and
MODSIM09 International Congress on Modelling and Simulation. Modelling and Simulation Society of
Australia and New Zealand and International Association for Mathematics and Computers in Simulation,



















































 ・開講年度（前期・後期） 2003 年度 後期  
開講科目名 経済社会のゲーム分析 
2003 年前期-2006年前期 
 英語講義（リレー2コマ）：“information and society” 
 
 経済学部 
・ 開講年度（前期・後期） 2003 年度 後期-2010年度後期 
 開講科目名 「ゲーム理論と応用ミクロ」（大学院共通講義） 
 
 学部ゼミ 
































“Pareto-improving trading clubs without income transfers,” with R. Riezman and K. Shimomura,
in Long, N.V., Tawada, M. and Tran-Nam, B. eds, Globalization and Emerging Issues in Trade
Theory and Policy, Chapter 10, Bingley, UK: Emerald, pp139–162, 2008
“Software provision, indirect network effects and trade patterns,” with T. Kikuchi, Economics
Bulletin,  Vol. 6, Issue 24, pp1–9, 2007
「文化的製品の貿易自由化について」、菊地徹と共著、『経済経営研究』、神戸大学経済経営
研究所、第57号、pp149–159, 2007
“Indeterminacy in the free-trade world,” with J. Doi and K. Shimomura, Journal of Difference
Equations and Applications,  Vol. 13, Issue 2 & 3, pp135–149, 2007
“Strategic divisionalization, product differentiation and international competition,” with T.
Kikuchi, Journal of the Korean Economy,  Vol. 8, Issue 2, pp295–303, 2007
“Cost heterogeneity and strategic divisionalization,” with T. Kikuchi, Kobe University Economic
Review, 神戸大学経済学研究科、Vol. 53, pp31–33, 2007
「間接ネットワーク効果と国際貿易」、菊地徹と共著、『国民経済雑誌』、神戸大学経済経営学
会、第197巻第3号、pp65–73, 2008
“A family of utility functions which generate Giffen paradox,” with K. Shimomura,『経済学論
究』、関西学院大学経済学部研究会、第60巻第3号、pp29–45, 2007
 “Interregional trade, industrial location and import infrastructure,” with T. Kikuchi,
International Economics and Economic Policy,  Vol. 6, Issue 4, pp361–365, 2009
“A dynamic Chamberlin-Heckscher-Ohlin model with endogenous time preference,” with T.
Kikuchi and K. Shimomura, International Economy,  Vol. 12, pp28–42, 2008
“Giffen behavior independent of the wealth level,” with J. Doi and K. Shimomura, Economic
Theory,  Vol. 41, Issue 2, pp247–267, 2009
“Indirect network effects and the impact of trade liberalization: A note,” with T. Kikuchi,






“A simple model of service trade with time zone differences,” with T. Kikuchi, International
Review of Economics & Finance,  Vol. 19, pp75–80, 2010
“Competing industrial standards and the impact of trade liberalization,” with T. Kikuchi,



















































































































「Structural aspects of Japanese budget - volatile elasticity of taxrevenue」「Public Finance
Workshop - Fiscal Policy: What Lessons from　the Crisis? (Bank of Italy)」、2010年3月27日、ペ
ルージャ
「Japan’s Current Fiscal Policy and Strategy for Fiscal Consolidation」、Budgeting: Countering































































“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations for Panel Data
with Incidental Trends,” 平成22 年(2010 年)3 月
“Constructing Optimal Instruments by First Stage Prediction Averaging,” (Guido Kuersteiner and
Ryo Okui), Econometrica (2010), 78(2):697-718, DOI: 10.3982/ECTA7444
“Shrinkage GMM Estimation in Conditional Moment Restriction Models,” Journal of the
Japan Statistical Society (2009), 39(2):239-255
“Olympic Athlete Selection,” (Yoichi Hizen and Ryo Okui), The B.E. Journal of Economic
Analysis & Policy (2009), vol. 9: Iss. 1 (Topics), Article 46, DOI: 10.2202/1935-1682.2257
“Testing Serial Correlation in Fixed Effects Regression Models Based on Asymptotically
Unbiased Autocorrelation Estimators,” Mathematics and Computers in Simulation (2009),
79:2897-2909, DOI: 10.1016/j.matcom.2008.08.006
The Optimal Choice of Moments in Dynamic Panel Data Models,” Journal of Econometrics
(2009), 151:1-16, DOI: 10.1016/j.jeconom.2009.04.002
“Panel AR(1) Estimators under Misspecification,” Economics Letters (2008), 101(3):210-213,
DOI: 10.1016/j.econlet.2008.08.009
“The Binarized Scoring Rule of Belief Elicitation,” (Tanjim Hossain and Ryo Okui), 平成22 年
(2010年)3 月
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations with Long
Panel Data,” Econometric Theory に掲載許可, DOI: 10.1017/S0266466609990582
“Instrumental Variable Estimation in the Presence of Many Moment Conditions,” Journal of
Econometrics に掲載許可
“A Puzzling Phenomenon in Semiparametric Estimation Problems with Infinite-Dimensional
Nuisance Parameters,” (Kohtaro Hitomi, Yoshihiko Nishiyama and Ryo Okui), Econometric







2005年 The Hiram C. Haney Fellowship Award in Economics
2004年 The Maloof Family Dissertation Fellowship in Economics
2002年 The Lawrence Robbins Prize in Economics
京都大学
2000-2001年 旭硝子財団奨学金
1 2009-2011年 京都大学(若手研究者スタートアップ研究費) “パネルデータを使用
して自己共分散と自己相関を推定する方法の開発,”
2 2008-2009年 Research Grants Council (HKUST643907) “Analysis of autocovariance
with panel data: Persistency versus unobserved heterogeneity,”
3 2007-2010年 香港科技大学(RPC06/07.BM04) “Private Signals, Information Processing
and the No Trade Theorem - An Experimental Investigation,” with Tanjim
Hossain (principal investigator) and Sudipto Dasgupta,
4 2005-2007年 香港科技大学(DAG05/06.BM16) “Bootstrap Based Criteria for Choosing









関西計量経済学研究会, 京都, 1 月
“Specification Test for Instrumental Variables Regression with Many Instruments,” (Yoonseok
Lee and Ryo Okui), 平成21 年(2009 年)12 月
“City Size Distribution and Economic Growth: The Case of China,” (Ting Jiang, Ryo Okui and
Danyang Xie), 平成20 年(2008 年)12 月
“Subjective Beliefs and Risky Behavior in Youths,” (Sankar Mukhopadhyay and Ryo Okui), 平
成20 年(2008 年)10 月
“Doubly Robust Instrumental Variables Regression,” (Ryo Okui, Dylan Small, Zhiqiang Tan and
James Robins), 平成21 年(2009 年)10 月
受賞歴なら
びに栄誉
“Asymptotically Unbiased Estimation of Autocovariances and Autocorrelations with Panel Data
in The Presence of Individual and Time Effects,” 平成21 年(2009 年)12 月
Far East and South Asia Meeting of the Econometric Society, 東京, 8 月; International
Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2009), 京都, 7 月; 大阪大学, 1 月;




“納得できるオリンピック選手の選び方,” (奥井亮, 肥前洋一) ゲーム理論＋プラス, 経済
セミナー増刊, pp. 114–117, 平成19 年(2007 年)6 月発行
Conference in honor of Professor Kimio Morimune’s “Kanreki,” 京都, 7 月; Universidad Carlos
III de Madrid, 6 月; アジア経済研究所, 6 月; 香港科技大学, 4 月; Hitotsubashi Conference
on Econometrics, 1 月
“香港における統計教育,” 日本統計学会会報, No.131, 平成19 年(2007 年)4 月発行
MODSIM07, Christchurch, New Zealand, 12 月: Hitotsubashi Conference on Econometrics,11
月; 　京都大学, 8 月; 14th Conference on Panel Data, 廈門, 中国, 7 月; Far Eastern Meeting of
the Econometric Society, 台北, 台湾, 7 月; 東京大学, 6 月; 横浜国立大学, 6 月; 一橋大学, 6
月; The Third Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2007), 香港, 4 月;関
西計量経済学研究会, 横浜, 2 月; 北海道大学, 1 月; 神戸大学, 1 月
The Fourth Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2008), Seoul, 韓国,5
月; 関西計量経済学研究会, 大阪, 2 月












ECON399F, Public Economics (学部生向け), Spring 2006
ECON233, Introduction to Econometrics (学部生向け), Fall 2005, Spring 2006, Fall 2006, Fall
2007, Spring 2008, Fall 2008, Spring 2009
“Recent Development in Panel Data Analysis,” 一橋大学, 平成21 年(2009 年)6 月
The Third Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2007), 香港, 平成19年
(2007 年)4 月
2009 International Symposium on Econometric Theory and Applications (SETA2009), 京都, 平
成21 年(2009 年)7 月8 月
International Econometric Review (旧Eurasian Review of Econometrics), 平成18 年(2006年) よ
り
Econometrica, Econometric Theory, Journal of Econometrics, Econometric Reviews, Journal of
Business and Economic Statistics, Economics Bulletin, Journal of Applied Econometrics, Annals
of the Institute of Statistical Mathematics, Journal of Time Series Analysis, Research Grants
Council of Hong Kong
学会活動
ECON328, Econometrics for Cross-Section and Panel Data (学部生向け), Spring 2007
ECON530, Econometrics (博士課程学生向け), Spring 2008
福岡大学, 12 月; MODSIM05, Melbourne, Australia, 12 月; 神戸大学, 6 月; 12th Conference
on Panel Data, Copenhagen, Denmark, 6 月; 京都大学, 6 月; 慶応大学, 6 月; 香港科技大学, 2
月; 高麗大学校, 2 月; Singapore Management University, 2 月; 筑波大学, 2 月; University of
Wisconsin-Madison, 2 月; Carleton University, 1 月; University of Michigan, 1 月; University of
Western Ontario, 1 月
University of Pennsylvania, 11 月; Yale University, 10 月; Yale University, 9 月; 京都大学, 7
月; Far Eastern Meeting of the Econometric Society, Seoul, 韓国, 6 月
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Economic Review, Vol. 55, pp .372-400, 2004.























"日本における生命保険会社の動学的資産分析," (福田祐一氏と共著), Problems and
Perspectives of Management, pp. 43-58, 2003.
"Ｍ＆Ａ時におけるストック・オプションと従業員の企業特殊人的資本," Journal of Corporate
Finance, Vol. 10, pp. 615-638, 2004.
"資産動学と企業組織の内生的デザイン," The Japanese Economic Review, Vol. 54, pp. 300-
323, 2003.
"貸し手責任と環境汚染," (小林磨美氏と共著) Journal of Economic Research, Vol. 8, pp. 169-
178, 2003.
"経営者報酬契約と銀行救済政策," Journal of Banking and Finance, Vol. 26, pp. 25-49, 2002.
"預金保険と銀行規制のもとでの銀行への資本注入,"「銀行，資本市場，およびコーポレート・
ガバナンス」（橘木俊詔氏と共著）Palgrave, New York, 2001に所収
"プリンシパルの再交渉オファーを持つ複数エージェント・インセンティブ契約の実行," Review
of Economic Design, Vol. 4, pp. 161-177, 1999.
"証券デザイン，インサイダー・モニタリング，および金融市場均衡　,"　European Finance
Review, Vol. 2, pp. 273-302, 1999.
"各エージェントが再交渉オファーを提示する場合の複数エージェント・インセンティブ契約に
おけるモラル・ハザードと再交渉," Journal of Economic Behavior and Organization, Vol. 37,
pp. 207-230, 1998.
"複数銀行モデルにおける金融危機の際の債務不履行と再交渉,"The Japanese Economic
Review, Vol. 49, pp. 138-157, 1998.
コーポレート・ガバナンスと雇用契約に関する進化モデル，Journal of the Japanese
International Economies, Vol. 11, pp. 403-436, 1997.
"企業買収時における契約破棄と再交渉," The Japanese Economic Review, Vol. 47, pp. 346-
367, 1996.
"株式持合いと企業支配," Journal of Banking and Finance, Vol. 20, pp. 1047-1068, 1996.
"私的情報経済における再交渉防止ロテリー均衡," Journal of Economic Theory, Vol. 65, pp.
435- 467, 1995.
"メインバンク・システム，暗黙契約，および後払い賃金システムの信頼性," (芹田敏夫氏と共
著)「労働市場と経済パフォーマンス」(橘木敏詔著) Macmillan, London, pp. 312-346, 1994に
所収
"内生的成長モデルにおける基礎研究と応用研究," 大阪大学経済学，Vol. 42, pp. 144-167,
1992.
"競合する実物景気変動モデルに関するテスト,"（井上徹氏と共著）International Economic
Review, Vol. 32, pp. 669-688, 1991.
"コーディネーションの失敗と経済成長," 大阪大学経済学，Vol. 40, 1991.
"非対称情報下における動学的労働契約" Journal of Economic Theory, Vol. 50, pp. 175-192,
1990.
暗黙契約と評判，季刊理論経済学，Vol. 40, pp. 109-121, 1989.
日本の労働市場における暗黙契約，（井上徹氏と共著）Journal of the Japanese and
International Economies, Vol. 2, pp .181-198, 1988.
























"信用割り当てと暗黙契約理論,"（筒井義朗氏と共著）International Journal of Industrial
Organization, Vol. 4, pp. 419-438, 1986.
"日本の銀行貸出市場における暗黙契約,"（筒井義朗氏と共著）Journal of Financial and
































"コーポレート・ガバナンス変革と労働," （小林磨美氏と共著）Japan Labor Review, Vol. 2, pp.
58-80, 2004.
"銀行のモラルハザード下での最適資本注入スキーム,"The Japanese Economic Review, Vol.
56, pp. 223-247, 2005.








49 "証券化,内部モニタリング, 金融市場," in Ruud. A. I. van Frederikslust, James S. Ang and Sudi










































































“Welfare Gains and Losses in Sunspot Equilibria,” Japanese Economic Review  58, No.3,
(2007), 329-344.
“The Epsilon-Gini-Contamination Multiple Priors Model admits a Linear- Mean- Standard-
Deviation Utility Representation,” [with Simon Grant], Economics Letters  95, no. 1, (2007), 39-
47.
"Cominimum Additive Operators", [with Hiroyuki Kojima and Takashi Ui], Journal of
Mathematical Economics  43, (February 2007), 218-230.
"Local Sunspot Equilibria Reconsidered", [with Julio Davila and Piero Gottardi], Economic
Theory  31, no. 3, (2007), 401-425.
「ゲーム理論の新展開」（共著）勁草書房（２００２年）115-151
「ゼロからスタート！経済学超入門」（共著）経済セミナー編集部編（２０００年）
Associate Editor, Theoretical Economics




Coeditor, Journal of Mathematical Economics
"Coextrema Additive Operators" with H. Kojima and T. Ui, Chapter 6 in S. K. Neogy, A. K. Das
and R. B. Bapat (eds.), "Modeling, Computation and Optimization", Statistical Science and
Interdisciplinary Research - Vol. 6, World Scientific, April 2009.
"Interim Efficient Allocations under Uncertainty", [with Takashi Ui], Journal of Economic
Theory  144 no. 1, (January 2009) 337-353. (available on line 1 July 2008)
"Sunspot Equilibria in a Production Economy: Do Rational Animal Spirits Cause



















"A note on the regularity of competitive equilibria and asset structures," [with Piero Gottardi]
Journal of Mathematical Economics (Volume 39, Issue 7,　September 2003) Pages 763-776.
"Equivalence of the Dempster-Shafer rule and the maximum likelihood rule implies convexity,"
Economics Bulletin , Vol. 4, No. 10 pages 1-6. (September 2005) [with Takashi Ui]
"Risk-Free Bond Prices in Incomplete Markets with Recursive Utility Functions and Multiple
Beliefs", [with Chiaki Hara], International Journal of Economic Theory  2 (June 2006) 135-57.
"Agreeable Bets with Multiple Priors", [with Takashi Ui], Journal of Economic Theory  128
(May 2006), 299-305.
"Auctions with Options for Re-auction", [with Simon Grant, Flavio Menezes, Matthew Ryan],
the International Journal of Economic Theory  2 (March 2006) 17-39.
"Bargaining and Boldness," with Albert Burgos and Simon Grant. Games and Economic
Behavior 38, (January 2002) 28-51. There is an error. See above.
"Third down with a yard to go": recursive expected utility and the Dixit-Skeath conundrum,"
[with Simon Grant and Ben Polak], Economics Letters , 73,  (December 2001) pp. 275-286.
"Different Notions of Disappointment Aversion," [with Simon Grant and Ben Polak] Economics
Letters, 70, (February 2001), 203-208.
"Payoff Continuity in Incomplete Information Games,'' with Stephen Morris, Journal of
Economic Theory 82, (September 1998), 267-276.
"Constrained Suboptimality in Incomplete Markets: A General Approach and Two Applications,''
with Alessandro Citanna and Antonio Villanacci. Economic Theory 11,  (May 1998), 495-522.
"Preference for Information and Dynamic Consistency," with Simon Grant and Ben Polak.
Theory and Decision . Volume 48, issue 3 (May 2000) pages 263-286.
"Temporal Resolution of Uncertainty and Recursive Non-Expected Utility Models," with Simon
Grant and Ben Polak. Econometrica,  68, (March 2000), 425-434.
"The Structure of Sunspot Equilibria: the Role of Multiplicity,'' with Piero Gottardi. Review of
Economic Studies, 66 (July 1999), 713-732.
"Intrinsic Preference for information," with Simon Grant and Ben Polak, Journal of Economic
Theory, (December 1998), 83, 233-259.
"AUSI Expected Utility; an Anticipated Utility Theory of Relative Disappointment Aversion,''
with Simon Grant. Journal of Economic Behavior and Organization , 37, (November 1998), 277-
290.
"Decomposable Choice under Uncertainty," with Simon Grant and Ben Polak. Journal of
Economic Theory , 92, (June 2000), 169-197.
"Corrigendum to “Bargaining and Boldness,"” (with Albert Burgos and Simon Grant) Games and
Economic Behavior 41, (October 2002) 165-168.
"Incomplete Information Games with Multiple Priors", Japanese Economic Review , (Vol. 56,

















1月9日　School of International Trade and Economics (SITE), of University of International
Business and Economics (UIBE)　（北京・中華人民共和国）"Constrained inefficiency and
optimal taxation under uninsurable risks"
1月7日　School of International Trade and Economics (SITE), of University of International
Business and Economics (UIBE)　（北京・中華人民共和国）"Introduction to Game Theoretic
Analysis in Economics"
12月11日　一橋大学経済学研究科　"Constrained inefficiency and optimal taxation under
uninsurable risks"
12月1日　シンガポール国立大学経済学部　"Constrained inefficiency and optimal taxation
under uninsurable risks"
11月10日　Center for Economic and Policy Research (CEPR), "Constrained inefficiency and
optimal taxation under uninsurable risks"
"A Generalization of Scarf's Theorem: an alpha -Core Existence Theorem without Transitivity or
Completeness,'' Journal of Economic Theory  56, (1992), 194-205.
"Note on Equilibria Without Ordered Preferences in Topological Vector Spaces,'' Economics
Letters  27, (1988), 1-4.
"A General Equilibrium Model With Fuzzy Preferences,'' Fuzzy Sets and Systems  26, (1988),
131-133.
"Anonymity and Optimality of Competitive Equilibria When Markets are Incomplete,'' Journal
of Economic Theory  64, (1994), 115-129.
"Sunspots and the Sequential Regularity of Competitive Equilibria,'' Journal of Economic
Theory  78, (January 1998), 187-194.
"The Robustness of Equilibria to Incomplete Information,'' with Stephen Morris, Econometrica
65，(1997), 1283-1309.
"On Incentive Compatibility and Constrained Optimality of Incomplete Market Equilibria,''
Hitotsubashi Journal of Economics  34, (1993), 123-135.
"Common p-Belief: the General Case,'' with Stephen Morris, Games and Economic Behavior 18,
(1997), 73-82.
"On the Role of Options in Sunspot Equilibria,'' Econometrica 65, (1997), 977-986.
"Many Good Choice Axioms: When can Many-Good Lotteries be Treated as Money Lotteries ?,''
with Simon Grant and Ben Polak, Journal of Economic Theory  56, (1992), 313-337.
"How to Discard Non-Satiation and Free Disposal with Paper Money.'' Journal of Mathematical
Economics  25, (1996), 75-84.
"A Cardinal Characterization of the Rubinstein-Safra-Thomson Axiomatic Bargaining Theory,''
with Simon Grant, Econometrica 63, (1995), 1241-1249.
"Many Good Risks: An Interpretation of Multivariate Risk and Risk Aversion without the
Independence Axiom,'' with Simon Grant and Ben Polak, Journal of Economic Theory  56,
(1992), 338-351.
3月18－19日　Introduction to General Equilibrium Theory of Incomplete Financial Markets






7月3日　神戸大学経済学部　"Constrained inefficiency and optimal taxation under
uninsurable risks"
6月26日　東北大学大学院情報科学研究科　"Constrained inefficiency and optimal taxation
under uninsurable risks"
11月9日　ベトナム国立大学ハノイ校経済学部　Introduction to Game Theoretic Analysis in
Economics
10月24日　法政大学経済学部　"Constrained inefficiency and optimal taxation under
uninsurable risks"
9月29日　南京大学経済学部（南京）　Introduction to Game Theoretic Analysis in Economics
9月28日　復旦大学経済学部（上海）　"Constrained inefficiency and optimal taxation under
uninsurable risks"
8月12日　SWET2009(北海道夏季研究集会）（北海道大学） "Constrained inefficiency and
optimal taxation under uninsurable risks"
9月15日　日本経済学会秋季大会（近畿大学）　中原賞受賞記念報告　 "Sunspot Equilibria
in a Production Economy: do rational animal spirits cause overproduction?"
5月16日　Institute for Mathematical Sciences (IMS) at the National University of Singapore









7月1日　The third Asian Workshop in General Equilibrium Theory (GETA2006), "Interim
Efficient Allocations under Uncertainty."
3月10日　京都大学経済教育シンポジウム　「ゲームの理論と経済社会論入門」
9月11日　University of Venice, Economic Theory workshop "Welfare distributions in sunspot
equilibria"
8月18日　 The 4th General Equilibrium Theory Workshop in Asia (GETA2007)　at National
University of Singapore 　"Welfare gains and losses in Sunspot equilibria"
4月6日　京都大・富山大合同コンファレンス　"A refinement of the Myerson Value"




5月13日　European University Institute （フィレンツェ、イタリア）　"Sunspot Equilibria in a
Production Economy: do rational animal spirits cause overproduction?"
7月18日　Far East and South Asian Meeting of the Econometric Society 2008 招待講演
"Complete Hypergraphs: Applications to Decision Theory and Game Theory"
4月28日　Collegio Carlo Alberto　（トリノ、イタリア) 　"Complete Hypergraphs: Applications to
Decision Theory and Game Theory"
155
2004年
12月17，18日　2nd International conference on Economic Theory（京都にて開催)　"Trade
with Heterogeneous Multiple Priors"
6月12日　日本経済学会春季大会 "On the Range of the Risk-Free Interest Rate in
Incomplete Markets"
6月13日  日本経済学会春季大会特別報告（青山学院大学） "Refinements and Higher Order
Beliefs: A Unified Survey "
9月11日  第４回 ディセントラライゼイションコンファレンス（立命館大学経済学部（草津キャン
パス））"Decomposable Choice under Uncertainty.
1998年
2001年
8月14日　World congress of the econometric society (シアトル）にて発表 "On the Range of

































































































年6月）の作成に活用されています。また、2000～2001年にかけて“The Ad Hoc Working Group 





























氏名 小松原崇史 Takashi Komatsubara
生年 1977
学歴 2000年3月  慶應義塾大学経済学部卒業
2007年3月  慶應義塾大学大学院経済学研究科後期博士課程単位取得退学
    
学位 2008年9月  博士（経済学）慶應義塾大学
    
職歴     2002年4月--2004年3月  慶應義塾大学経済学部研究助手
    2004年4月--2007年3月  慶應義塾大学経商連携21世紀COEプログラム研究員
    2007年4月--2008年7月  慶應義塾大学経商連携21世紀COEプログラムポストドクター研究員
    2008年8月--2008年9月  京都大学経済研究所研究員（グローバルCOE）









"Equilibrium Selection in the Yano Model of Price Leadership," Pacific Economic Review 13,
649--655, 2008.
"Law and Economics of M&A Markets," in Makoto Yano, ed., The Japanese Economy - A
Market Quality Perspective, Keio University Press, 2008, with Makoto Yano.
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences," International Journal of
Economic Theory 2, 365--383, 2006, with Makoto Yano.
"On Yano's Price Leadership Game," in Takashi Kamihigashi and Laixun Zhao, eds.,
International Trade and Economic Dynamics: Essays in Memory of Koji Shimomura, Springer,
2008, with Makoto Yano.
『消費者の時間整合性の問題』，三菱経済研究所，2007．
The 4th Keio/Kyoto International Conference on Market Quality Economics










"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年9月17日（土曜日） 会場：中央大学多摩キャンパス
法と経済学会第４回全国大会
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2006年7月22日（土曜日） 会場：政策研究大学院大学
IEFS Japan Annual Meeting 2005
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年12月23日（金曜日） 会場：神戸大学経済経営研究所
6th International Conference on Economic Theory
"Endogenous Price Leadership"
2008年12月13日（土曜日） 会場：ウェスティン都ホテル京都
International Conference of Economic Research Institutes in East Asia
"Market Quality and Competition"（矢野誠教授との共同報告）
2009年3月6日（金曜日） 会場：Seoul National University
第11回ディセントラライゼィション・コンファレンス
"Endogenous Price Leadership and Technological Differences"
2005年9月16日（金曜日）  会場： 法政大学市ヶ谷キャンパス92年館（大学院棟）
日本経済学会2004年度春季大会
"Illiquid Securities and Time-Inconsistent Preferences"
2004年6月12日（土曜日） 会場：明治学院大学白金校舎
日本経済学会2004年度秋季大会
"On the Commitment Motive of the Demand for Illiquid Securities"
2004年9月25日（土曜日） 会場：岡山大学津島キャンパス
第10回ディセントラライゼィション・コンファレンス
"On the Commitment Motive of the Demand for Illiquid Securities"
2004年6月11日(金曜日)  会場：慶應義塾大学三田キャンパス
 
8th Biennial Pacific Rim Conference, Western Economic Association International
"Endogenous Price Leadership"
2009年3月24日（火曜日） 会場：龍谷大学深草学舎
84th Annual Conference, Western Economic Association International
“Endogenous Price Leadership and the Quality of Competition”




















































Jess Benhabib, Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, "Bifurcation and Sunspots in the
Continuous Time Equilibrium Model with Capacity Utilization", International Journal of
Economic Theor y, 4, pp. 337-355, 2008.
Tadashi Shigoka, "On the Nonstationary Sunspot Equilibria Generated by an Unbounded Growth
Model", Japan and the World Economy  9, pp. 261-277, 1997.
Tadashi Shigoka, "A Note on Woodford’s Conjecture: Constructing Stationary Sunspot
Equilibria in a Continuous Time Model", Journal of Economic Theory , 64, pp. 531-540, 1994.
Jess Benhabib, Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, “Homoclinic Bifurcation in the
Continuous Time Growth Model with Capacity Utilization and External Effects”, 京都大学数理
解析研究所講究録 1391, pp. 135-146, August 2004.
Michele Boldrin, Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka and Makoto Yano, "On the Chaotic
Dynamics Generated by an Endogenous Growth Model", New Researches in Dynamical Systems,
京都大学数理解析研究所講究録 1179, pp. 45-59, December 2000.
Paolo Mattana, Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, "A Homoclinic Bifurcation and Global
Indeterminacy of Equilibrium in a Two-Sector Endogenous Growth Model", International
Journal of Economic Theory  5, pp, 25－47, 2009.
Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka, and Makoto Yano, “Optimal Topological Chaos in Dynamic
Economies”, Proceedings of the Sixth International Conference on Difference Equations
Augsburg, Germany 2001 , (B. Aulbach, S. Elaydi, and G. Ladas, eds.), pp. 189-198, 2004.
 Michele Boldrin, Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka and Makoto Yano, "Chaotic Equilibrium
Dynamics in Endogenous Growth Models", Journal of Economic Theory  96, pp. 97-132, 2001.
Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka and Makoto Yano, "Interior Optimal Chaos with Arbitrarily
Low Discount Rates", The Japanese Economic Review  49, pp. 223-233, 1998.
Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, "Sunspots and Hopf Bifurcations in Continuous Time













Tadashi Shigoka (with Kenji Miyazaki and Mitsuru Nakagawa), "An Endogenous Growth Model
and Nonstationary Sunspot Equilibria with Cointegration", presented at International Conference:
Dynamic Equilibria, Expectations and Indeterminacy, held at University of Paris 1-Pantheon-
Sorbonne, Paris in June 1999.
Tadashi Shigoka (with Kazuo Nishimura and Makoto Yano), "Sunspots and Hopf Bifurcations in
Continuous Time Endogenous Growth Models", presented at Intertempral Equilibria,
Aggregations and Sunspots: in Honor of Jean-Michel Grandmont, held at Portuguese Catholic
University, Lisbon in October 2005.
新後閑禎、"福田慎一「価格変動のマクロ経済学」" 経済研究 49, pp. 91-92, January 1998.
Tadashi Shigoka, "On the Stationary Sunspot Equilibria in a Continuous Time Model with a
Predetermined Variable and an Unstable Root", 京都大学数理解析研究所講究録 987, pp. 6-
21, April 1997.
Tadashi Shigoka, "On the Nonstationary Sunspot Equilibria Generated by an Unbounded Growth
Model", presented at the Technical Symposium on "Recent Developments in Growth Economics"
at the Center for Japan-U.S. Business and Economic Studies, New York, in April 13 1995.
Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka, Makoto Yano, and Keiichiro Iwai, "Topological Optimal
Chaos", 京都大学数理解析研究所講究録 987, pp. 84-106, April 1997
Tadashi Shigoka, "A Note on Woodford’s Conjecture: Constructing Stationary Sunspot
Equilibria in a Continuous Time Model" , presented at International Conference on Endogenous
Growth and Nonlinear Economic Dynamics, held at Meiji Gakuin University, Tokyo, Japan in
November 1993.
Tadashi Shigoka (with Kazuo Nishimura and Makoto Yano), "Endogenous Growth Models with
International Trade and Chaos with Large Degrees of Freedom", presented at the International
Conference on Difference Equations and Applications, held at Kyoto University, Kyoto in July
2006.
Tadashi Shigoka (with Jess Benhabib and Kazuo Nishimura), "Bifurcation and Sunspots in the
Continuous Time Equilibrium Model with Capacity Utilization", presented at the 3rd
International Conference on Economic Theory
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 Capital Income Taxation and the Current Account in a Small Open Economy, Journal of
International Money and Finance  10, No. 4, 480-496, with Y. Iwamoto, 1991.
Royal Economic Society
Spill-over Effects of Supply-side Changes in a Two-country Economy with Capital
Accumulation, Journal of International Economics 33, No. 1/2, 127-146, with Y. Ono, 1992.
Monetary Policy, Overlapping Generations, and Patterns of Growth, Economica  62, 179-194,
with K. Mino, 1995.
Fundamentals-dependent Bubbles in Stock Prices, Journal of Monetary Economics 30, No. 1,
143-168, with S. Ikeda, 1992.
Dynamic Analysis of an Endogenous Growth Model with Public Capital, Scandinavian Journal
of Economics 95, 607-65,　with K. Futagami and Y. Morita, 1993.
Fundamentals Uncertainty, Bubbles, and Exchange Rate Dynamics, Journal of International
Economics  38, 199-222, with S. Ikeda, 1995.






















Budget Deficits and Economic Growth, with K. Futagami, Public Finance　53, 331-354,
1998/2003.
Government Spending , Interest Rates, and Capital Accumulation in a Two-sector Model,
Canadian Journal of Economics  34, 903-920, with Y. Ono, 2001.
Endogenous Growth Cycles in an Overlapping Generations Model with Investment Gestation
Lags, with A. Kitagawa, Economic Theory  25, 751-762, 2005.
Fiscal Spending, Relative Price Dynamics, and Welfare in a World Economy, with Y. Ono,
Review of International Economics  13, 216-236, 2005.
Growth and Welfare Effects of Monetary Expansion in an Overlapping Generations Model,
Japanese Economic Review  51, 407-430, with K. Mino, 2000.
Long Gestation in an Overlapping Generations Economy: Endogenous Cycles and
Indeterminacy of Equilibria, Journal of Mathematical Economics 35, 99-127, with A.
Kitagawa, 2001.
Long-Run Specialization, with Y. Ono,  Review of International Economics 15, 1-15, 2006.
Welfare Effects of Bubbles in an Endogenous Growth Model, Research in Economics 53, 381-
403, with K. Futagami, 1999.
Capital Mobility in the World Economy: An Alternative Test, Journal of International Money
and Finance  17, 741-756, with M. Shintani, 1998.
Keeping One Step Ahead of the Joneses: Status, the Distribution of Wealth, and Long Run
Growth, Journal of Economic Behavior and Organization  30, 109-126, with K. Futagami,
1998.
Foreign Tax Credit and the Current Account, International Tax and Public Finance  6, 131-148,
with Y. Iwamoto,  1999.
The Role of Expectations in a Specialization-driven Growth Model with Endogeneous
Technology Choice, with S. Kuwahara, Division of Labour & Transaction Costs  2, 55-69,
2006.
International and Intergenerational Aspects of Capital Income Taxtion in an Endogenously
Growing World Economy, with Y. Iwamoto,  Review of International Economics 16, 383-299,
2008.
Credit Constraints and the Current Account: A Test for the Japanese Economy, with T. Kunieda,
Journal of International Money and Finance  24, 1261-1277, 2005.
Strategic Interactions in a Growth Model with Infrastructure Capital, Metroeconomica　53, 434-
460, 2002.
Environmental Transfers against Global Warming: A Credit-based Program, with N. Matsueda
and K. Futagami,  International Journal of Global Environmental Issues  6, 47-72, 2006.
Growth Effects of Bubbles in an Endogenous Growth Model, Japanese Economic Review  51,
221-235, with K. Futagami, 2000.
Intrinsic Bubbles, Target Zones and Investment under Uncertainty, Journal of Economic
Research  3, 113-137, 1998.
International Asset Trade, Capital Income Taxation, and Specialization Patterns, with K.
























「日本における公債の中立命題の検証」,  『経済学雑誌』　第93巻, 第2号, 日高政浩と共著
1992年.






「内生的経済成長理論」、Economic Studies Quarterly  44, 1993.
｢国際資本所得課税」,　『フィナンシャル・レビュー』 31号, 1994年.





Time Patience and Specialization Patterns in the Presence of Asset Trade, with Y. Ono, Journal
of Money, Credit and Banking 42, 2010, 93-112.
Dynamic Game Model of Endogenous Growth with Consumption Externalities, with K. Hori,
Journal of Optimization Theory and Applications 145(1), 2010, 93-107.
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Assistant Editor, International Journal of Economic Theory
Referee for Econometrica, American Economic Review, Journal of Economic Theory, Economic
Theory, Journal of Mathematical Economics, International Journal of Economic Theory, Journal of
Economic Dynamics and Control, Journal of Economic Growth, Journal of Evolutionary Economics
Stochastic Growth with Increasing Returns: Stability and Path Dependence,  Studies in Nonlinear
Dynamics and Econometrics, 7 (2), Article 1, 2003
Stochastic Optimal Growth with Nonconvexities, Journal of Mathematical Economics, 42 (1), 74-96
(with K.  Nishimura and R. Rudnicki), 2006
Economic Dynamics: Theory and Computation, MIT Press, 2009
Discrete Time Models in Economic Theory, CUBO, 6 (1), 187-207 (with K.  Nishimura), 2004
Stability of Stochastic Optimal Growth Models: A New Approach, Journal of Economic Theory, 122
(1), 100-118  (with K. Nishimura), 2005
Some Stability Results for Markovian Economic Semigroups, International Journal of Economic
Theory, 1 (1), 57-72 (with K. Reffett and L. Mirman), 2005
Poverty Traps, Handbook of Economic Growth, (S. Durlauf and P. Aghion, eds), North-Holland
(with C. Azariadis), 2005
Stochastic Optimal Growth with Unbounded Shock, Journal of Economic Theory, 106 (1),  40-65,
2002
Economic Dynamical Systems with Multiplicative Noise, Journal of Mathematical Economics, 39 (1-
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Equilibrium Storage with Multiple Commodities, Journal of Mathematical Economics, 45, 80-96
(with Kazuo Nishimura), 2009
Instability and Fluctuations in Intertemporal Equilibrium Models, Marseille, June 2005
12th International Conference on Computing in Economics and Finance, Cyprus, June 2006
7th International Public Economic Theory Conference, Hanoi, August 2006
4th International Conference of Economic Theory, Tokyo, February 2007
13th European Workshop on General Equilibrium Theory, Venice, June 2004
Economic Growth and Distribution: On the Nature and Causes of theWealth of Nations, Lucca,
June 2004
Handbook of Economic Growth Conference, New York, December 2004
Winter Meeting of the Econometric Society, Philadelphia, January 2005
Continuous State Dynamic Programming via Nonexpansive Approximation, Computational
Economics, 31 (2), 141-160, 2008
Computing the Distributions of Economic Models via Simulation, Econometrica, 76 (2), 443-450




Conference on Irregular Growth, Université Paris 1, Panthéon–Sorbonne, July 2003
1st International Conference of Economic Theory, Tokyo, March 2004
Stochastic Optimal Growth when the Discount Rate Vanishes, Journal of Economic Dynamics and
Control, 31 (4), 1416-1430 (with K.  Nishimura), 2007
Log-Linearization of Stochastic Economic Models, Journal of Difference Equations and
Applications, 13 (2&3), 217-222, 2007
Parametric Continuity of Stationary Distributions, Economic Theory, 33 (2), 333-348 (with C. Le
Van), 2007
Endogenous Inequality and Fluctuations in a Two-Country Model, Journal of Economic Theory, in
press (with Tomoo Kikuchi), 2009
On Geometric Ergodicity of the Commodity Pricing Model, International Journal of Economic
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ゴリズムの効率性と重要な関係があります。特に最近は、monotone Markov process の理論
を用いて、経済モデルの定常均衡の存在、一意性、安定性の分析を行っています。 
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“Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara),
International Conference on Game Theory, July 2003, State University of New York at Stony
Brook
エコノメトリック・ソサエティ
“The Folk Theorem for Repeated Games with Costly Multi-Period Observation” (joint with
Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara),　2004年1月、東京都立大学
“On the Negative Result in Finitely Repeated Games with Imperfect Monitoring,” Kyoto Game
Theory Workshop, 2004年3月、京都大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara),　2004年４月、同志社大学
“Product Quality, Reputation and Turnover” (joint with Rafael Rob),　2002年6月、大阪大学
「繰り返しゲームの理論－長期的関係の世界」、第14回ＲＡＭＰシンポジウム、2002年9月、リー
ガロイヤルホテル京都





“Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara),
European Meeting of the Econometric Society, August 2003, Stockholm University
“A Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa and
Yasuyuki Miyahara),　2003年11月、東京大学
























“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara),　March 2005, Northwestern University.
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara),　2004年9月、小樽商科大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara),　WZB Conference on Markets and Political Economy, October 2004,
WZB (Berlin, Germany)
“Reputation and Turnover” (joint with Rafael Rob),　2005年2月、一橋大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara),　2004年７月、慶應義塾大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara),　March 2005, Washington University at St. Louis.
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara),　Hitotsubashi Game Theory Workshop, 2005年3月、一橋大学
"Pricing of Network Goods and Dynamic Coordination by Consumers," 2006年11月、早稲田大
学
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" (joint with Hajime Kobayashi and Katsunori
Ohta), 2007年10月、一橋大学
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara),　March 2005, University of Pennsylvania.
"Pricing of Network Goods under Dynamic Coordination Failure," 2006年6月、一橋大学
"Pricing of Network Goods and Dynamic Coordination by Consumers," December 2006, Yonsei
University
"Pricing of Network Goods under Dynamic Coordination Failure," November 2005, University
of Cambridge.
“The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs” (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara),　November 2005, University of Bristol.
「観測費用のある繰り返しゲーム」、日本経済学会2007年春季大会、2007年6月、大阪学院大
学
"The Folk Theorem for Repeated Games with Observation Costs" (joint with Eiichi Miyagawa
and Yasuyuki Miyahara), Society for Economic Dynamics Annual Meeting, June 2007, Prague
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" (joint with Hajime Kobayashi and Katsunori
Ohta), November 2007, Shanghai Jiao Tong University
“Reputation and Turnover” (joint with Rafael Rob),　2005年4月、大阪府立大学
"Multilateral Repeated Games: Possibility of Cooperation under Limited Observability" (joint
with Katsunori Ohta)、2006年10月、早稲田大学
"Multilateral Repeated Games: Possibility of Cooperation under Limited Observability" (joint
with Katsunori Ohta)、2006年11月、筑波大学
























"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" (joint with Hajime Kobayashi and Katsunori
Ohta), Annual Conference of the Canadian Economic Association, May 2009, University of
Toronto
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure," Far East and South
Asia Meeting of the Econometric Society, August 2009, University of Tokyo
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure," The Tokyo
Conference on Economics of Institutions and Organizations, August 2009, University of Tokyo
"Repeated Games with Costly Imperfect Monitoring" (joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki
Miyahara), European Meeting of the Econometric Society, August 2009, Barcelona GSE
"Optimal Shirking in Teams" (joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta), Yonsei
Microeconomics Conference, September 2009, Yonsei University
"Optimal Shirking in Teams" (joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta), December
2009, Shanghai University of Finance and Economics
"Optimal Shirking in Teams" (joint with Hajime Kobayashi and Katsunori Ohta), 2009年11月、
岡山大学
"Accuracy Choice in Repeated Games" (joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki Miyahara),
March 2010, Penn State University
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" (joint with Hajime Kobayashi and Katsunori
Ohta), 2008年2月、小樽商科大学
"A Negative Result in Finitely Repeated Games with Product Monitoring," Economics Letters,
74, 67-70, 2001.
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure," International
Conference on Economic Theory, March 2008, Kyoto
"Efficiency in Repeated Prisoner's Dilemma with Private Monitoring," Journal of Economic
Theory, 76, 345-361, 1997.
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure," 2008年11月、横浜国
立大学
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure," 応用マイクロワーク
ショップ、2008年12月、東北大学
"Pricing of Durable Network Goods under Dynamic Coordination Failure," 2007年12月、日本大
学
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" (joint with Hajime Kobayashi and Katsunori
Ohta),  Yonsei Microeconomics Conference, April 2008, Yonsei University
"Repeated Games with Costly Imperfect Monitoring" (joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki
Miyahara), Workshop on Recent Advances in Repeated Games, July 2008, State University of
New York at Stony Brook
"Optimal Sharing Rules in Repeated Partnerships" (joint with Hajime Kobayashi and Katsunori
Ohta), European Meeting of the Econometric Society, August 2008, Bocconi University
"Repeated Games with Costly Imperfect Monitoring" (joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki
Miyahara), 2008年10月、東京大学
"Repeated Games with Costly Imperfect Monitoring" (joint with Eiichi Miyagawa and Yasuyuki
Miyahara), February 2009, Paris School of Economics
"How to Sustain Cooperation in Organizations," Symposium of Japanese-French Frontiers of


















2002, "Resurgence of the Abreu-Milgrom-Pearce Formula," Kobe University Economic Review,
47, 43-60.
2001, "On the Role of Mixed Strategies in Repeated Games with Imperfect Private Monitoring,"
Kobe University Economic Review, 46, 77-90.
2001年、「有限回繰り返しゲームの均衡利得の一意性について」、『国民経済雑誌』　184巻第5
号、61-71頁
"Private Strategies in Finitely Repeated Games with Imperfect Public Monitoring" (joint with
George Mailath and Steven Matthews), Contributions to Theoretical Economics, Vol. 2, Issue 1,
Article 2, 2002.
"The Maximum Efficient Equilibrium Payoff in the Repeated Prisoners' Dilemma" (joint with
George Mailath and Ichiro Obara), Games and Economic Behavior, 40, 99-122, 2002.
「契約の経済理論」（伊藤秀史著）『経済セミナー』 2003年10月号
"Uniqueness of Equilibrium Payoffs in Finitely Repeated Games with Imperfect Monitoring,"
Japanese Economic Review, Vol. 56, No. 3, 317-331, 2005.
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Studies）Asian Workshop in Kyoto, 京都大学, 2009年2月27日。
“Prospects on Economic Policy after the Elections in Russia”, The 2nd Japan-Russian Business Forum
“Investment and Trade Opportunities of Russia and Japan”, Osaka, 26 September 2007.
「国家化するロシアとグローバリゼーション・EU統合」比較経済体制研究会第26回年次大会, 共通論
題「拡大EUの比較政治経済学」, 関西大学, 2007年9月28日。
“Varieties of Capitalism and Transformation”, The International Seminar of “Varieties of Capitalism
and Transformation” The 21st Century COE programme, Kyoto Institute of Economic Research, Kyoto
University, 8 February 2008.
「ロシアにおける大手資本の変容と事業戦略」経済研究所研究会, 比較経済体制研究会合同大会,
京都大学, 2008年4月26日。
“Changes of Corporate Governance and Labour Systems in Transition: A Comparison of Russia and














































2004年 前期 体制転換の経済学 
 
経済学部 
2003 年 前期・後期 計画経済論 A、計画経済論 B 
2005 年 後期 市場経済移行論 
2006 年 後期 比較経済システム論 
2007年 後期 市場経済移行論 
2008年 後期 比較経済システム論 
2009 年 後期 市場経済移行論 
 
学部ゼミ 
2002 年 EU の東方拡大と経済システムの多様性 
2003 年 グローバリゼーションと市場経済移行 
2004 年 EU 東方拡大の政治経済学 
2005 年 ヨーロッパ拡大後社会の政治経済学 
2006 年 欧州東方拡大と市場経済移行 
2007年 市場経済移行の経済学 
2008年 EU 経済統合論 




三井住友銀行、三菱総研、Ernst & Young、NTT 西日本、一橋大学、岐阜大学、関西大学、
日本国際問題研究所等 
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International Economics and Finance Society Japan
編著書 1 「マクロ経済学の基礎」（安井修二、浜田文雅、鴨池治、井川一宏と共著）, 有斐閣, １９８９年




論文 1 「成長過程と均衡条件」, 六甲台論集第２３巻２号, 1976 年７月
2 「寡占経済の均衡成長」, 六甲台論集第２３巻４号, 1977 年1 月
3 「循環的成長について：ハロッド的接近」, 広島大学経済論叢第１巻１号, 1977 年７月
4 「価格・利潤率・均衡成長」、広島大学経済論叢第１巻２・３号、1977 年１０月
5 「不完全市場と貨幣：展望」（北岡孝義と共著）、広島大学経済論叢第２巻１号、1978年2 月




Market, Dynamics and Economic Theory: Essays in Honor of Ryuzo Sato, (根岸隆、Rama
Ramachandran と共編著) Kluwer Academic Publishers 2002 年
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6 「Wage-Price Spiral の長期分析」, 季刊理論経済学第２９巻１号, 1978 年8 月




11 「市場構造と所得分配」, 広島大学年報経済学第５巻、1984 年2 月
12 「経済システムの最適制御と時間整合性問題Ｉ」, 広島大学経済論叢第８巻２号, 1985年10 月
13 「経済システムの最適制御と時間整合性問題II」, 広島大学経済論叢第９巻１号, 1986年3 月















”The Wage-Price Frontier and the Consumption Possibility Frontier in a Monopolistic
Economy”、広島大学経済論叢第３巻2 号, 1979 年8 月
“On the Homogeneity of Value Function of Optimal Control Problems”, Economics Letters
Vol.11, No.1, 1983 年2 月
“Optimality, Credibility, and Time Consistency: Alternative Solutions for Dynamic Policy
Games”、広島大学経済論叢第１０巻2 号、1986 年10 月
“A Model of Investment with External Adjustment Costs”, Economic Studies Quarterly (季刊理
論経済学）第３８巻１号, 1987 年3 月
“Stabilization Effect of Endogenous Money Supply in a Descriptive Neoclassical Growth
Model”, Journal of Macroeconomics Vol.10, No.1, 1987 年2 月
”The Long-Run Effects of Income Taxation under Endogenous Technical Progress”, Economics
Letters Vol.27, No.3, 1988 年9 月
“Implications of Endogenous Money Supply Rules in Dynamic Models with Perfect Foresight”,
Journal of Macroeconomics Vol.11, No.2, 1989 年5 月
“Income Taxation and Endogenous Growth”, Economics Letters vol.29, No.2, 1989 年 11 月
“Nonlinear Strategy in a Duopolistic Game with Sticky Price” （筒井俊一と共著）, Journal of
Economic Theory Vol.52, No.1, 1990 年１０月
“Reputational Constraint and Signalling Effects in a Monetary Policy Game” （筒井俊一と共
著）、Oxford Economic Papers Vol. 42, No.4、1990 年11 月
“Threshold Externalities and Cyclical Growth in a Stylized Model of Capital Accumulation”（二
神孝一と共著）、Economics Letters Vol.41, No.2, 1993 年7 月
“Monetary Policy, Overlapping Generations, and Patterns of Growth”(柴田章久と共著）
Economica Vol.62, No.246, 1995 年10 月
“Public Capital and Patterns of Growth in the Presence of Threshold Externalities”（二神孝一と
共著）, Journal of Economics 1995 年5 月
“Analysis of a Two-Sector Model of Endogenous Growth with Capital Income Taxation”,
International Economic Review Vol.37, No.1, 1996 年4 月 3
“International Technological Spillovers and Capital Mobility in a Two-Country Model of
Economic Growth” in Competition, Coordination, and Equity: Perspectives on the Japanese
Economy edited by R.Sato, H. Hori, and R.Ramachandran, Kluwer Academic Publishers, 1997
年
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“Long-Run Effects of Monetary Expansion in a Two-Sector Model of Endogenous Growth”,
Journal of Macroeconomics Vol.19, No.4, 1998 年11 月
“Technological Gap and Economic Growth under Increasing Returns”, in Global Integration and
Competition edited by, Ryuzo Sato, Rama Ramachandran and Kazuo Mino, Kluwer Academic
Publishers, 1999 年
”Non-separable Utility Function and Indeterminacy of Equilibrium in a Model with Human
Capital”、Economics Letters, Vol.67, N0.3, 311-317, 1999 年3 月
”Indeterminacy in Two-Sector Models of Endogenous Growth with Leisure”、経済の数理解析
（数理科学講究録1165)、2000 年8 月
”Optimal Taxation in Dynamic Economies under Increasing Returns”、Japan and the World
Economy 13, 235-253., 2001 年8 月
”Indeterminacy and Endogenous Growth with Social Constant Returns”, Journal of Economic
Theory 97, 203-222., 2001 年8 月
”Growth and Welfare Effects of Monetary Expansion in an Overlapping Generations Economy”
（柴田章久と共著）、Japanese Economic Review, Vol. 51, No. 3, 407-430, 2001 年
”Monetary Expansion and Converging Speed in a Growing Economy”、Economic Theory,
Dynamics and Markets (所収）、2002 年10 月
”Inflation, Transaction Costs and Indeterminacy in Monetary Economies with Endogenous
Growth”(板谷淳一と共著） Economica 70, 1-20. 2003 年8 月
”Interest-Rate Rule and Multiple Equilibria with Endogenous Growth” (with Jun-ichi Itaya),
Economics Bulletin, Vol.5, No.1, 1-8. 2004 年2 月 4
”Weitzman’s Rule with Market Distortions”, Japan and the World Economy, Vol. 16, No.3, 307-
329, 2004 年8 月
「経済成長モデルにおける不決定性」、西村和雄・福田慎一編、非線形均衡動学：不決定性と
複雑性、東京大学出版会、2004 年9 月
”Human Capital Formation and Patterns of Growth with Multiple Equilibria”, in Human Capital,
Trade and Public Policy in Rapidly Growing Economies, edited by M.Boldrin, Been-Lon Chen,
and P. Wang、2004 年10 月
”Schooling, Working Experiences, and Human Capital Formation” (Yunfang Hu と共著),
Economics Bulletin, Vol.15, No3, 1-8, 2005 年1 月
”Occupational Choice and Dynamic Indeterminacy”（下村耕嗣、Ping Wang と共著）, Review of
Economic Dynamics 8, No.1. 138-153, 2005 年1 月
”Technological Spillovers and Patterns of Growth with Sector-Sepecific R&D” (土居潤子と共
著）, Journal of Macroeconomics, Vol. 27, 557-578, 2005 年12 月
”Voracity vs. Scale Effect in a Growing Economy without Secure Property Rights”,Economics
Letters 2006.
”Preference, Technology and the Growth Effect of Money Supply” (板谷淳一と共著）,
Macroeconomic Dynamics 11, 589-612, 2007.













2 ”Financial Integration and Fluctuations”, 2002 年11 月




7 ”Endogenous Political Instability” (with Ryo Arawatari), 2007








”Preference Structure and Volatility in a Financially Integrated World”, in International Trade
and Economic Dynamics: Essays in Memoryof Koji Shimomura, edited by Tadashi Kamihigashi
and Laixum Zhao, Springer, 323-341, 2008
”Tax Incidence in Dynamic Economies with Externalities and Endogenous Labor Supply”(with
Daisuke Amano and Jun-ichi Itaya), in International Trade and Economic Growth: Essays in
Memory of Koji Shimomura, edited by Tadashi Kamihigashi and Laixum Zhao, Springer, 361-
382, 2008.
”Growth and Bubbles with Consumption Externalities”, Japanese Economic Review 59, 33-53,
2008.
”Equilibrium Dynamics in Discrete-Time Endogenous Growth Models with Social Constant
Returns ” (with Kazuo Nishimura, Koji Shimomura and Ping Wang), Economic Theory 34, 1-23,
2008.
”A Variety Expansion Model of Growth with External Habit Formation” (with Junko Doi ),
Journal of Economic Dynamics and Control 32, 3055-3083, 2008
”Indeterminacy in a Two-Sector Models of Endogenous Growth with Variable Labor Supply”,
2002 年7 月
”Fiscal Policy and Growth Dynamics with Home Production”, (Yunfang Hu と共著), 2004 年9
月
”Consumption Externalities and Capital Accumulation in an Overlapping Generations Economy”,
2005 年４月
”Fiscal Policy with Home Production in a Small-Open Economy” (Yunfang Hu と共著）2006 年
４月
”A Dynamic Model of Conflict and Coordination” (Wolfgang Eggert、板谷淳一と共著), 2008
年7 月
"Long-Run Impacts of Inflation Tax in the Presence of Multiple Capital Goods, (with Seiya
Fujisaki),  Economics Bulletin Vol. 29, No.3, 1649-1657, 2009
"Long-Run Impacts of Inflation Tax in the Presence of Maintenance Expenditures" (with Seiya
Fujisaki), Economics Bulletin, Vol.30, No.1, 808-816 2010
”Consumption Externalities and Equilibrium Dynamics with Heterogenous Agents”(with
Yasuhiro Nakamoto), 2008.
”A Dynamic Model of Conflict and Coordination (revised version)” (with Wolfgang Eggerd and
Jun-ichi Itaya) 2008
”Income Taxation, Interest-Rate Control and Macroeconomic Stability with Balanced Budget”
(with Seiya Fujisaki) 2008
237











2 吉川洋著「マクロ経済学研究」東京大学出版会（書評）, 季刊理論経済学, 1987 年12 月
3 小野善康著「貨幣経済の動学理論」東京大学出版会（書評）, 季刊理論経済学, 1991年12 月
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日本経済学会理事（1998- 2001 年）, 同常任理事（2001-2004 年）
Journal of Macroeconomics, Editorial Board Member (1998 年より)














年[Ryuzo Sato, Technical Change and Invariance, Academic Press 1982年の全訳] ,
H. ヴァリアン著「ミクロ経済分析」（佐藤隆三と共訳）, 勁草書房, 1986 年[Hal Varian,
Microeconomic Analysis (2nd edition), Norton の全訳]
W. ボウモル, A. ブラインダー著「マクロエコノミクス入門」（佐藤隆三監訳、川島康夫との共訳）,
H.B.J. 出版, 1993 年[W.Baumol and A.Blinder, Macroeconomics（5th Edition）, Harcourt Brace
Javanovich, の翻訳]
"Trade Structure and Equilibrium Indeterminacy in a Two-Country Model" (with Yunfang Hu),
2009
"Consumption Externalities and Wealth Distribution in a Neoclassical Growth Model" (with
Yasuhiro Nakamoto), 2009
Internal vs. External Habit Formation in a Growing Economy with Overlapping Generations"
(with Masako Ikefuji), 2009
H. ヴァリアン著「入門ミクロ経済学」（佐藤隆三監訳、酒井泰弘、大住栄治、松下正弘他との共
訳）, 勁草書房, 1991 年、2000 年[Hal Varian, Intermediate Microeconomics: A Modern





Comments on ”Innovation and Agglomeration: Two Parables Suggested by City-size
Distributions” by Paul Krugman, Japan and the World Economy 7, 395-397, 1995 年













Australian Economic Papers, Canadian Journal of Economics, Economic Bulletin, Economic
Inquirery, Economic Journal, Econometrica, Economic Theory, European Economic Review,
Japanese Economic Review, Japan and the World Economy, Journal of Economic Theory,
Journal of Economics, Journal of Economic Dynamics and Control, Journal of Economic
Growth, Journal of Macroeconomics, Journal of Money, Credit, and Banking, Journal of Public
Economic Theory, International Economic Review, International Journal of Economic Theory,
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論題：Relative Entropy Index for Industrial Localization
1) The North American Meeting of Regional Science Association International, Philadelphia,
USA, November 20-22, 2003.
2) 応用地域学会大会, 埼玉大学, 2003年12月4-5日
Number, size, and spatial coordination of industrial agglomerations, Euroconference on
Integration and Technological Change: Challenges for European Regions, Paris, June 11-13,
2004.
Industrial-location and city size regularities across economic regions, Luso-Japanese Workshop
in Geographical Economics, Lisbon,  June 4-5, 2004.
On the empirical identification of industrial agglomerations,
1) 52nd Annual North American Meetings of Regional Science Association International, Las
Vegas, USA, November10-12, 2005.
2) 応用地域学会大会,明海大学, 2005.
A probabilistic modeling approach to the detection of industrial agglomerations, 応用地域学会
大会, 鳥取文化会館, 2007
2008 年Brookings-Wharton Conference on Urban Affairs, “On the new empirical regularities
among industrial location behavior, industrial diversities and population sizes of
cities in Japan”, Jury’s Hotel Washington, D.C.
1999 年日本経済学会春季大会特別報告, “Increasing returns in transportation and the



























“Skills, Agglomeration, and Segmentation,” European Economic Review 49(1), 201-
225, January, 2005 (with A.Turrini).
“Frontiers of the New Economic Geography,” Papers in Regional Science 84(3),
377-405, August, 2005 (with M.Fujita).
“Transport Development and the Evolution of Economic Geography,” Portuguese
Economic Journal 4(2), 129-156, August, 2005 (with M.Fujita).
“The Number-Average Size Rule: A New Empirical Relationship between Industrial
Location and City Size,” Journal of Regional Science 48(1), 165-211, February, 2008
(with K.Nishikimi and T.E. Smith).
“A Reconsideration of the NAS Rule from An Industrial Agglomeration Perspective,”
Brookings-Wharton Papers on Urban Affairs, Washington, D.C.: Brookings
Institution Press, 175-214, August, 2009 (with T.E. Smith).
“Monocentric Versus Polycentric Models in Urban Economics,” The New Palgrave
Dictionary of Economics 2nd ed., Durlauf, S.N., Blume, L.E. (eds.), Palgrave
Macmillan. The New Palgrave Dictionary of Economics Online, Palgrave Macmillan.
http:www.dictionaryofeconomics.com article?id=pde2008 M000368. DOI: 10.1057
9780230226203.1132, May, 2008.
“A Divergence Statistic for Industrial Localization,” Review of Economics and Statistics
87(4), 635-651, November, 2005 (with K.Nishikimi and T.E. Smith).
“On the Evolution of Hierarchical Urban Systems,” European Economic Review
43(2), 209-251, February, 1999 (with M.Fujita and P.Krugman).
“On the Dynamics of Frontier Economies: Endogenous Growth or the Self-Organization
of a Dissipative System?,” Annals of Regional Science 32(1), 39-62, February, 1998
(with M.Fujita).
“Bulk Economies in Transportation, Formation of Transport Nodes, and Geographic
Concentration of Industrial Activities,” in Ohno, K., Hamaguchi, N. (eds.), Development
Strategy From Regional Perspectives, 45-88, 1998 (with K.Nishikimi).
“Transport Development and the Location of Industrial Activities,” in Localization
des activities economiques: efficacite versus equite, Commission 2 of the Treizieme
congres des economistes belges de langue francaise, Charleroi, CIFOP, 1998.
“Spatial Distribution of Economic Activities in Japan and China” in Henderson,
J.V., Thisse, J.-F. (eds.), Handbook of Urban and Regional Economics, vol.4, North-
Holland, 2911-2977, July, 2004 (with M.Fujita, J.V. Henderson, Y.Kanemoto).
“Economies of Transport Density and Industrial Agglomeration ,” Regional Science
and Urban Economics 32(2), 167-200, March, 2002 (with K.Nishikimi).
“A Mechanism of City Formation by Agglomeration Economies and Hub-Effect:
An Application of Transport Project to the Industrial Location Policy,” Ajia Keizai
39(8), 54-65, 1998.
“A Modeling of Megalopolis Formation: the Maturing of City Systems, Journal of
Urban Economics 42(1), 133-157, July, 1997.
“Structural Stability and Evolution of Urban Systems, Regional Science and Urban
Economics 27(4-5), 399-442, August, 1997 (with M.Fujita).
“The Role of Ports in the Making of Major Cities: Self-Organization and Hub-Effect,
Journal of Development Economics 49(1), 93-120, April, 1996 (with M.Fujita).
“An Industrial Agglomeration Approach to Central Place and City Size Regularities,”
Discussion Paper No.687, Institute of Economic Research, Kyoto University,
2009 (with T.E. Smith).
“A Probabilistic Modeling Approach to the Detection of Industrial Agglomerations,”
Discussion Paper No.682, Institute of Economic Research, Kyoto University, 2009
(with T.E. Smith).
242
34 Why Are Most Great Cities Port Cities?: Transport Nodes and Spatial Economic
Development,”Working Paper No.175, Graduate Program in Regional Science, University
of Pennsylvania, 1995 (with M.Fujita).
“A Flying Geese Model of Economic Development and Integration: Evolution of
International Economy a la East Asia,” Discussion Paper No.493, Institute of Economic





















































"How Do Chinese Industries benefit from Knowledge Spillover?" (with B.Ito, Z.Xu, X.Chen and
R.Wakasugi) RIETI ディスカッション・ペーパー (近刊)
"Export Characteristics, Information Gathering and Learning-from-Exporting -Direct Evidence
from Japanese SMEs" Unpublished Manuscript















人材育成とイノベーションに関する公開シンポジウム(09 年 1 月)および企業の国際化と
イノベーションに関する公開シンポジウム（10 年 2 月）を独立行政法人 経済産業研究所
と共同主催した。また、経済産業研究所と中国国務院発展研究中心との合同ワークショッ








































Exective Council, IEFS Japan
ミクロ経済学の基礎、平成13年、岩波書店
法と経済学ー市場の質と日本経済ー、平成１９年、東京大学出版会
Member of Editorial Board, Annals of Mathematical Economics, 1998-
日本経済学会、

































"Competitive Equilibria on Turnpikes in a McKenzie Economy, I: A Neighborhood Turnpike
Theorem," International Economic Review 25-3, 695-717, October, 1983.
"Temporary Transfers in a Simple Dynamic General Equilibrium Model," Journal of Economic
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 "Business Cycles and Complex Non-Linear Dynamics," Chaos, Solitons and Fractals 2, 95-102,
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 "Optimal Chaos, Non-Linearity and Feasibility Conditions," Economic Theory 4, 689-704, 1994
(with K. Nishimura).
 "Welfare Aspects of the Transfer Problem," Journal of International Economics 15, 277-289,
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"Voluntary Export Restraints and Expectations: An Analysis of Export Quotas in Oligopolistic
Markets," International Economic Review 30-4, 707-723,  November, 1989.
"Forward Exchange, Futures Trading and Spot Price Variability: A General Equilibrium
Approach," Econometrica 55-6, 1433-1450,  November, 1987 (with P. Weller).
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Theorem," International Economic Review 26-3 , 661-669, October, 1985.
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"Optimal Chaos when Future Utilities are Discounted Arbitrarily Weakly," Research in Non-
Linear Analysis and Mathematical Economics, Lecture Note Series, T. Maruyama and W.
Takahashi, eds., Institute of Mathematical Analysis, Kyoto University, 1993 (with K. Nishimura).
"An Introduction to the Theory of Hedging and Speculation in Futures Markets," The Theory of
Futures Markets, P. Weller, ed., Blackwell, Oxford,, 15-35, 1992 (with P. Weller).
"International Transfers in Dynamic Economies," General Equilibrium, Growth and Trade, II: in
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"Pecuniary Externalities of Futures Trading and Constrained Suboptimality," Financial
Economics 1-1 , 67-87, December, 1994.
"Social Capital as Public Goods and Business Cycles," Ricerche Economiche 18 , 185-193, 1994
(with K. Nishimura).
"Turnpike Theory: Some Corrections," Econometrica 48-7 , 1839-1840, November, 1980 (with
L. McKenzie).
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"Non-Linearity and Business Cycles in a Two-Sector Equilibrium Model: An Example with
Cobb-Douglas Production Functions," Non-Linear Analysis in Mathematics and Economic
Theory, T. Maruyama and W. Takahashi, eds., 1995, Springer-Verlag (with K. Nishimura).
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  本年度は、これまでに引き続いて、「市場の質」の経済学の構築に向けて研究を進めた。 
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かにした。上記の研究成果は、国際的専門学術誌Journal of Japanese and International 
Economies, Journal of Technology Transfer, Research Policy, Asian Economic Papers, Millennial 
Asia, Economic Inquiry に掲載（掲載決定を含む）されている。 
 
 
【現在の研究内容】 
国際貿易を特徴づける生産工程のフラグメンテーションとアウトソーシングに伴う経済現
象が企業異質性(Heterogeneity)と市場制度によってどのような影響を受けるかを理論面、
実証面から明らかにすることによって、国際的に顕著な進展が見られるこの分野の研究を
さらに発展させる。具体的には、① 「多国籍企業の海外子会社による生産(フラグメンテ
ーション)」と「輸出」の選択に対して、市場の異質性、企業異質性がどのような影響を与
えるか② 「多国籍企業の海外子会社における生産・中間財の企業内国際取引」(intra-firm 
transaction)と「海外市場での調達・海外への生産（サービスの生産を含む）委託」(arm’
s length transaction)との選択に対して、市場の異質性、産業特性、企業異質性がどのよ
うな影響を与えるか、③ R&D における国内集中と海外展開とが企業異質性によってどのよ
うに影響されるか④ 契約条件の明示性を高める市場条件が、海外調達における「企業内取
引」と「市場取引」の選択・R&D の海外展開に対してどのような影響を与えるか、を理論
面・実証面から明らかにするとともに、⑤ 企業の多面的な国際展開（財の生産、サービス
の生産、R&D の展開）を踏まえて、企業境界を明らかにする。 
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